
普
遍

に
就
い
て

ー
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
を
中
心
に
一島

津

勤

一
、
序
　
論
　
具
髄
酌
善
遍

二
、
本
　
　
弧
醐
　
　
一
、
カ
ン
ト
哲
學

　
　
　
　
　
一
　
、
カ
ン
ト
哲
學
と
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
鳳
†

　
　
　
　
　
　
一
、
分
析
的
耽
n
遍
、
砧
藤
A
斑
摺
戯
四
過
、
反
省
㎜
的
帖
掛
一
過
、
カ
ン
躯
哲
學
の
批
評

　
　
　
　
　
　
二
、
へ
ー
ゲ
即
折
闘
諏
撃
の
概
念
、
理
念
、
認
識
、
理
弥
醐
と
｛
買
蹉
…
、
分
析
と
価
駆
合

　
　
　
　
　
　
三
、
精
騨
、
自
然
、
歴
史
、
自
由
と
必
然

　
　
　
　
　
　
四
、
具
鰹
的
普
遍
、
（
ー
ゲ
〃
暫
學
の
批
評

　
　
　
　
　
　
五
、
結
諭
　
カ
ン
ト
と
へ
ー
ゲ
シ
絶
色
見
一
ご

序
　
論
　
具
禮
的
普
遍

695

　
幾
多
、
経
験
的
個
別
者
の
錯
綜
す
る
大
海
の
中
に
確
乎
π
る
標
準
及
び
普
遍
的
な
る
も
の
を
認

識
す
る
事
や
、
無
数
に
多
数
な
る
偶
然
的
な
も
の
の
外
見
的
無
秩
序
の
中
に
必
然
的
な
も
の
や
法

　
　
　
　
讐
遍
に
就
い
て
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
入

戸
を
認
識
す
る
一
切
の
知
識
又
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
内
容
を
内
外
の
世
界
に
向
っ
て
の
己
自
身

の
直
訴
…
や
知
昼
か
ら
、
．
即
ち
現
前
せ
る
自
然
や
現
前
せ
る
人
面
の
精
…
紳
胸
底
か
ら
取
り
來
つ
だ
所

の
一
切
の
知
識
に
哲
學
な
る
名
倉
は
與
へ
ら
れ
た
。
正
に
へ
！
グ
ル
に
於
い
て
も
福
二
の
内
容

は
現
實
に
外
な
ら
な
か
つ
π
○
師
ち
あ
る
所
の
も
の
を
概
念
的
に
把
握
し
、
内
に
総
意
普
遍
の
窮

極
原
理
を
認
識
す
る
の
が
哲
學
の
諜
題
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
法
律
心
遣
の
序
文
に
云
ふ
か
の
有

名
な
句
、
．
．
震
。
図
回
さ
骨
ρ
窯
。
舞
回
9
。
。
．
．
．
「
現
寸
的
な
も
の
と
理
性
的
な
も
の
の
一
致
e
も
死
の
哲
學
の
要

求
の
顯
現
に
外
な
ら
な
い
○

　
實
に
彼
に
と
っ
て
現
上
界
の
苦
幅
の
中
に
険
く
薔
薇
花
と
し
て
理
性
を
認
識
し
、
膚
畳
的
理
性

と
現
存
的
理
性
と
を
融
和
せ
し
め
る
事
が
哲
學
の
最
高
目
的
で
あ
っ
だ
。
此
の
故
に
こ
そ
此
の

哲
學
の
求
む
る
普
遍
は
抽
象
的
普
遍
で
は
な
く
し
て
具
禮
的
普
遍
で
あ
る
○

　
而
も
此
の
普
遍
を
把
握
し
得
る
は
如
露
的
具
膿
油
画
惟
で
あ
っ
て
形
式
と
内
容
、
普
遍
と
特
殊

を
分
裂
せ
し
め
る
抽
象
的
考
察
の
能
く
す
る
所
で
は
な
い
。
面
諭
的
思
惟
に
於
い
て
の
み
翼
理

は
師
続
演
自
に
最
も
具
膿
的
に
自
己
を
顯
現
す
る
。
か
く
て
思
惟
に
於
い
て
普
遍
な
る
も
の
は

概
念
で
あ
る
○
　
個
別
的
な
も
の
、
杣
象
的
な
も
の
、
直
接
的
な
も
の
は
、
そ
の
故
に
否
定
さ
れ
る
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

眞
な
ら
ざ
る
も
の
、
只
密
な
る
も
の
の
契
磯
に
過
ぎ
な
い
。
却
っ
て
「
眞
な
る
も
の
は
全
膿
、
師
ち
慮
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②

己
展
開
に
依
っ
て
自
己
を
完
結
し
つ
、
あ
る
三
面
で
あ
る
Q
レ
画
風
の
肩
下
者
た
る
「
眞
理
と
は
膚

己
亡
帝
と
な
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
絡
端
を
目
的
と
し
て
前
提
し
端
初
と
な
し
、
只
實
現
と
絡
端
と

に
よ
っ
て
の
み
現
實
的
な
る
圓
環
で
あ
る
。
」
二
っ
て
最
普
逼
者
．
絶
聾
者
は
過
程
と
玉
壷
に
於
い

て
始
め
て
そ
の
眞
理
性
を
得
る
。

　
（
H
）
》
叢
8
ヨ
2
9
0
㈹
沖
。
餌
霧
O
臨
舞
。
即
（
び
p
誘
§
紛
。
ぼ
ト
蕊
σ
窺
毎
p
ψ
誠
）

　
（
ゆ
）
国
σ
窪
象
．
ψ
8
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
Q
。

　
更
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
聞
け
ば
「
自
由
に
し
て
眞
な
る
思
想
は
肖
ら
に
於
い
て
具
朧
的
で
あ
る
。
か

く
て
渇
れ
は
理
念
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
の
全
き
普
遍
性
に
於
い
て
は
絶
謝
的
理
念
或
は
丁
丁
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

あ
る
。
此
の
漏
話
齎
の
存
問
は
本
質
的
に
膿
腫
で
あ
る
○
何
故
な
ら
具
騰
的
な
も
の
と
し
て
の

眞
理
は
そ
れ
宮
身
の
中
で
展
開
を
な
し
、
統
一
を
な
し
、
統
一
を
維
持
す
る
も
の
師
ち
、
総
藻
角
9
罠
慈
け
）

と
し
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
此
の
具
膿
的
眞
理
の
三
々
な
魑
別
の
必
然
性
と
全
膿

の
自
由
と
は
夫
等
の
廣
別
を
魑
別
し
規
定
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
存
し
得
る
か
ら
で
あ
る
Q
叉

②

「
哲
學
の
各
部
分
は
何
れ
も
一
つ
の
哲
學
的
全
膿
で
あ
り
、
一
つ
の
夫
れ
膚
ら
の
中
に
完
結
せ
る
圓

環
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
部
分
に
於
け
る
工
費
的
理
念
は
特
殊
な
規
定
性
或
は
螢
○
山
雲
蚊
固
有
の
地

盤
，
本
領
）
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
○
　
個
々
の
圓
環
は
自
ら
、
内
に
在
っ
て
は
総
力
性
で
あ
る
が
故
に

　
　
　
普
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
九
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二
階
○

又
和
島
の
塑
㊦
津
。
簿
の
制
限
を
開
き
破
っ
て
よ
り
廣
い
場
面
（
ω
魚
価
ぎ
）
を
捧
え
る
。
だ
か
ら
絶
鋼
的

な
全
盤
は
多
く
の
圓
環
の
一
圓
環
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
b
、
高
嶺
の
各
面
環
は
何
れ
も
必
然
的

な
「
契
機
を
な
す
の
で
あ
る
○
從
っ
て
其
等
の
諸
圓
環
に
特
有
な
個
々
の
些
②
欝
○
簿
の
騰
系
が
理

念
至
仁
を
構
成
し
、
理
念
は
又
全
て
の
個
々
の
蛋
。
壼
Φ
暮
に
現
は
れ
る
。
」
か
く
の
如
く
に
し
て
特
殊

を
普
遍
の
契
機
と
し
て
認
識
し
、
而
も
全
膿
は
只
登
展
に
於
い
て
無
上
を
豊
か
に
し
具
塩
鮎
に
す

る
Q
故
に
哲
學
は
正
に
哲
學
史
で
あ
る
。

　
（
同
）
団
ま
団
鮎
。
嘗
象
。
・
伽
H
郎
．

　
（
b
3
）
団
ぴ
身
・
吻
鼠
・

　
上
述
見
縛
る
所
に
依
っ
て
ヘ
ー
グ
〃
喪
心
の
意
圖
す
る
所
の
翼
な
る
も
の
は
具
射
的
普
遍
に

外
な
ら
な
い
事
を
知
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
蝋
画
の
中
心
概
念
は
正
に
此
の
具
膿
的
普
遍
で
あ
る
と
も

云
へ
や
う
Q
嘗
て
柱
廊
者
の
理
論
的
認
識
は
不
可
能
と
し
て
人
間
理
性
に
制
限
を
輿
へ
た
カ
ン

ト
盛
砂
に
戯
し
て
、
ヘ
ー
グ
川
は
理
性
を
以
っ
て
具
盤
的
な
内
容
の
普
遍
者
を
取
扱
ふ
思
惟
と
し

て
人
間
理
性
に
凱
歌
を
奏
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
殊
に
へ
ー
グ
ル
は
カ
ン
ト
の
批
劉
哲
學
が
概

念
と
理
念
、
相
封
と
絶
封
．
特
殊
と
普
遍
と
の
樹
立
的
二
元
論
の
立
場
に
立
つ
を
非
難
し
て
、
醤
立
の

統
一
を
慮
己
の
哲
學
の
原
理
と
し
て
＝
兀
主
義
に
立
つ
を
標
榜
す
る
。
詩
心
に
於
い
て
か
・
目
然



認
識
に
限
局
さ
れ
た
思
惟
の
理
論
醜
活
動
は
最
も
具
膿
的
な
歴
史
を
認
識
の
課
題
と
す
る
に
至

っ
た
。
そ
の
扱
ふ
普
遍
は
抽
象
的
普
遍
よ
り
認
可
的
普
遍
へ
と
推
移
し
た
Q
さ
れ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル

は
唐
己
の
哲
學
を
展
開
す
る
凡
ゆ
る
場
所
に
於
い
て
カ
ン
ト
哲
學
を
転
げ
三
っ
て
そ
の
正
嘗
性

夷
♂
盛
讐
簿
）
と
し
て
の
功
績
を
認
む
る
と
共
に
、
そ
の
抽
象
性
、
非
眞
・
理
性
（
．
α
．
ヨ
く
鐵
肖
げ
。
律
）
を
難
じ
て

み
る
の
で
あ
る
。
故
に
吾
々
は
カ
ン
ト
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
を
で
は
な
く
、
カ
ン
ト
の
立
場
を
ヘ
ー
ゲ

ル
と
共
に
顧
る
事
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
そ
の
も
の
を
更
に
具
膿
的
に
把
握
す
る
事
が
出
架

る
で
あ
ら
う
。

　
＜
σ
q
轡
　
Ω
讐
謬
＆
凶
巳
2
μ
伽
霧
憎
び
鵠
。
㎝
o
℃
㌶
o
血
霧
拶
o
o
ゴ
停
笛
●
　
ぐ
σ
崔
o
O
o
・

　
　
　
勺
】
峯
昌
。
厳
2
δ
ざ
鷺
。
焦
Φ
ψ
Φ
o
剛
無
瀦
¶
＜
o
ほ
。
山
ρ

　
　
　
国
冨
蔓
鳥
。
庶
冠
肖
①
●
　
詞
凶
三
〇
凶
9
コ
0
9
．
＜
o
覧
）
○
㈹
二
錦
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本

論

　
　
　
　
　
　
　
　
糊
　
カ
ン
ト
哲
學

　
一
、
　
カ
ン
ト
は
純
粋
理
性
批
鋼
に
於
い
て
鋤
象
が
認
識
（
概
念
）
に
依
存
す
る
事
を
説
い
て
、
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
的
縛
向
と
繋
せ
ら
る
、
思
想
革
命
を
成
し
途
げ
た
。
郎
ち
そ
の
自
然
認
識
に
於
い
で

経
験
よ
り
牛
立
に
我
々
が
ア
プ
ソ
ォ
ー
ヲ
に
有
す
る
も
の
を
敷
へ
た
○
そ
の
ア
ブ
ソ
オ
ー
ソ
は

　
　
　
晶
響
一
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
一
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山
賊
ニ

形
式
論
理
學
的
構
造
よ
り
す
れ
ば
先
験
的
頻
概
念
に
外
な
ら
な
い
。
而
も
カ
ン
ト
が
可
能
的
経

験
に
於
い
て
、
直
糊
の
多
様
を
綜
合
統
一
し
、
露
盤
的
認
識
構
成
の
原
理
た
ら
し
め
る
純
輝
悟
性
概

念
、
範
疇
は
全
く
そ
の
質
料
と
は
分
離
せ
し
め
ら
れ
た
主
槻
的
形
式
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
の
如
く

そ
の
普
遍
者
の
類
概
念
性
と
形
式
性
と
の
故
に
自
然
は
幾
多
の
非
合
理
性
と
偶
然
性
と
に
委
ね

ら
れ
た
Q

　
悟
性
の
行
ふ
良
然
立
法
の
原
理
た
る
範
疇
は
個
別
的
経
験
を
捨
象
し
去
っ
て
、
只
形
式
に
於
い

て
見
ら
れ
た
る
経
験
一
般
の
可
能
性
の
制
約
に
過
ぎ
ざ
る
抽
象
的
普
遍
で
あ
る
。
帥
ち
第
…
批

剣
の
封
象
界
は
正
に
か
、
る
抽
象
的
普
逼
に
依
っ
て
構
成
さ
れ
た
数
社
鮪
自
然
に
外
な
ら
な
い
○

從
っ
て
捨
象
さ
れ
た
経
験
の
特
殊
は
此
の
抽
象
的
普
遍
に
と
っ
て
偶
然
的
で
し
か
あ
り
得
な
い
。

　
　
　
①

か
、
る
概
念
的
普
遍
性
（
φ
亡
く
○
議
跳
鏡
ω
）
は
非
合
理
性
を
瓢
窪
窪
に
從
属
せ
し
め
る
外
延
的
普
遍
に
し

て
言
に
包
概
…
す
る
直
槻
的
全
膿
性
（
d
二
陣
く
Φ
周
ω
一
什
欝
ω
）
で
は
な
い
。

・
か
く
の
如
く
カ
ン
｝
の
悟
性
の
立
場
は
抽
象
的
普
遍
に
し
か
至
り
得
す
、
範
疇
に
樹
し
て
の
綜

合
統
一
者
．
具
膿
的
普
遍
た
る
べ
き
理
念
、
面
面
者
は
理
性
の
理
想
，
只
理
論
理
性
の
課
題
（
総
画
α
q
ぎ
①
）

に
止
う
、
そ
の
理
論
的
認
識
は
断
念
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
○
無
制
約
者
認
識
の
岸
δ
げ
を
持

つ
理
性
も
経
験
を
軍
一
化
し
、
組
織
化
す
る
爲
の
形
式
的
統
…
以
外
の
何
も
の
を
も
供
給
し
得
な
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い
ひ
　
從
っ
て
理
性
は
認
識
に
於
い
て
構
成
的
た
り
得
す
、
只
統
制
的
た
り
得
る
の
み
で
、
下
れ
は
眞

理
の
規
準
（
内
§
9
帰
）
で
あ
っ
て
．
機
關
（
○
お
き
○
ε
で
は
な
く
、
又
理
性
が
輿
へ
得
る
も
の
は
無
限
者
の

理
説
（
b
o
ド
践
巳
で
は
な
く
し
て
、
唯
認
識
の
批
鋼
（
囚
葺
凶
ε
だ
け
で
あ
る
○
か
く
て
認
識
は
只
勺
げ
苧

⇔
Q
ヨ
㊦
舜
に
止
り
劉
○
葺
ご
Φ
葛
即
ち
U
ヨ
σ
q
睾
ω
同
・
び
は
限
界
概
念
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
此
は
正
に
カ
ン

ト
が
思
惟
の
本
性
を
羅
に
悟
性
に
於
い
て
の
み
認
識
し
よ
う
と
す
る
よ
り
叢
る
誤
謬
で
あ
る
事

を
ヘ
ー
ゲ
ル
と
共
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
理
性
は
か
、
る

普
遍
と
特
殊
、
形
式
と
内
容
を
甥
立
隔
絶
せ
し
め
る
形
式
主
義
・
二
元
論
に
止
ら
す
特
殊
が
特
殊
淀

る
た
め
に
は
、
既
に
普
遍
を
豫
耀
し
、
特
殊
を
普
遍
の
自
己
限
定
と
し
て
把
へ
、
特
殊
の
西
奥
に
普
遍

を
求
め
る
も
の
な
る
が
故
に
で
あ
る
Q
．
即
ち
、
概
念
と
理
念
と
の
封
立
は
克
服
せ
ら
れ
て
概
念
は

同
時
に
理
念
を
良
己
の
中
に
含
み
、
絶
封
的
な
る
も
の
を
相
聾
の
立
場
に
於
い
て
實
現
す
る
と
解

せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
個
別
と
普
遍
、
有
限
と
無
限
、
制
約
と
無

制
約
の
統
一
こ
そ
が
最
具
膿
的
で
あ
る
○

　
更
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
カ
ン
ト
の
U
ぎ
α
q
磐
。
。
姦
H
の
不
可
知
論
を
難
じ
カ
ン
ト
が
封
象
と
益
す
る
も

の
は
即
自
的
存
在
で
な
く
て
圭
観
化
さ
れ
た
表
象
に
過
ぎ
す
、
客
膿
と
云
ふ
も
結
局
主
槻
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
ド
ゥ
ー
廻
り
に
止
る
主
概
主
義
、
形
式
主
義
を
指
摘
し
、
延
い
て
は
カ
ン
ト
の
牌
の
存
在
の
謹

　
　
　
蹴
総
遍
に
．
就
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
下
一
二
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折
q
墨
’
研
究
一
　
第
二
百
ρ
ご
十
・
號
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
【

明
鑑
剣
に
於
け
る
思
椎
と
存
在
の
不
統
一
を
述
べ
て
カ
ン
ト
の
二
元
論
、
非
血
膿
性
を
排
撃
し
π
。

　
（
H
）
閑
轟
静
（
削
自
お
…
考
餌
く
§
§
『
p
ご
づ
・
¢
8
鈎
も
Q
・
⑪
O
H
融
○
っ
●
O
Q
う
◎
螢
・

　
（
b
っ
）
＜
讐
曜
頃
さ
鷺
δ
飼
）
銭
腕
ρ
＜
o
ヨ
。
讐
［
窮
　
　
胃
£
o
｝
齢
○
畠
。
げ
圃
。
昇
。
島
窪
鼠
託
畠
。
覧
凱
。
“
囚
§
酔
曹

　
二
、
　
然
る
に
一
方
カ
ン
ト
は
理
論
理
性
の
踏
み
入
る
を
許
し
得
ざ
り
し
本
意
界
可
想
界
の
認

識
を
宿
命
理
性
に
委
ね
た
。
即
ち
理
論
理
性
が
そ
の
認
識
を
闘
貸
し
て
只
統
制
の
原
理
た
ら
し

め
た
燈
界
を
進
ん
で
實
践
理
性
は
構
成
認
識
す
る
を
得
て
、
第
一
批
劉
に
於
い
て
正
編
に
も
限
界

概
念
と
し
て
溝
極
的
親
定
を
し
か
與
へ
得
す
と
考
へ
ら
れ
た
「
物
自
膿
」
概
念
を
第
二
批
勃
に
於
い

て
蔽
極
酌
内
容
を
輿
へ
得
る
と
考
へ
純
粋
慮
由
意
志
と
解
し
、
「
信
に
位
禄
を
與
へ
ん
が
爲
に
知
を

制
限
す
る
」
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
て
、
實
践
理
性
の
優
位
は
提
唱
せ
ら
れ
だ
。
か
く
て
理
論
の
世
界

は
債
値
の
世
界
に
没
入
し
、
存
在
の
愈
愈
よ
り
當
爲
の
世
界
が
開
け
る
○

　
實
践
理
性
は
凡
ゆ
る
下
級
欲
求
能
力
を
捨
象
し
た
純
輝
形
式
的
普
遍
立
法
確
た
る
純
粋
意
志

と
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
。
宿
徳
の
純
輝
性
は
か
、
る
意
志
の
窃
律
、
自
歯
意
志
の
慮
己
規
定
に
依

っ
て
保
有
せ
ら
れ
る
。
富
己
規
定
と
は
そ
の
働
き
か
け
る
謝
々
が
自
己
に
外
な
ら
す
、
膚
己
を
目

的
と
す
る
事
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
霞
己
内
選
蹄
で
あ
る
。
純
粋
意
志
の
法
剣
た
る
道
徳
律
は
意
志

膚
ら
の
立
法
に
か
、
り
、
意
志
の
自
律
を
原
理
と
す
る
。
そ
れ
故
に
意
志
と
仁
徳
律
と
は
別
の
も



rl　oS

の
で
は
な
い
。
零
墨
に
総
て
か
絶
鋤
善
の
道
徳
律
〈
普
遍
〉
は
實
質
。
内
容
を
全
く
捨
象
し
た
純
粋
形

式
．
性
を
得
て
其
の
意
昧
の
滋
徳
が
成
立
す
る
。
か
、
る
滋
徳
行
の
世
界
は
封
象
が
盤
ぐ
作
用
の

中
に
没
入
す
る
純
粋
作
用
．
直
接
な
る
作
用
と
作
用
と
の
結
合
の
世
舞
で
あ
る
。

　
か
、
る
滋
徳
律
の
普
遍
は
二
輪
内
書
蹄
の
故
に
具
膿
的
一
般
と
熱
し
得
る
も
そ
の
無
内
容
な

純
粋
形
式
性
、
純
粋
主
磁
性
の
故
に
未
だ
音
戸
に
血
豆
的
で
は
あ
り
得
す
無
媒
介
な
る
拙
象
的
同

一
性
に
止
る
。
　
さ
れ
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
も
之
を
夙
抽
象
的
悟
性
の
要
求
又
は
法
則
」
な
り
と
難
じ
、
そ
の
絶

遠
盤
口
は
客
槻
性
な
き
當
爲
に
止
る
の
み
と
繕
す
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
理
性
は
か
、
る
現
實
を
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
象
も
た
純
形
式
酌
墨
「
象
構
成
に
關
は
る
如
き
無
力
で
は
な
く
正
に
内
容
そ
の
も
の
な
る
「
絶
醤
威

カ
レ
で
あ
っ
だ
か
ら
Q

　
へ
H
）
G
6
鵠
ヨ
第
ぞ
。
昏
粂
棺
門
護
。
『
く
脅
2
0
0
貯
お
聾
目
瓢
●
聖
目
O
．
（
O
O
o
嘩
〇
一
回
．
　
α
．
り
一
㌶
一
・
）

．
三
、
　
以
上
述
べ
來
つ
た
所
に
依
っ
て
吾
々
は
二
個
の
一
般
者
を
得
た
○
　
一
は
第
…
批
判
の
霞

然
概
念
の
領
域
に
於
い
て
、
一
は
第
二
批
劉
の
爵
由
概
念
の
領
域
に
於
い
て
。
前
者
は
知
の
立
場

に
於
い
て
・
包
嶽
す
る
事
に
依
り
自
然
肇
象
が
成
立
し
、
後
者
は
行
の
立
場
に
於
い
て
規
定
す
る
事

に
依
っ
て
道
徳
性
が
考
へ
ら
れ
る
。
劉
象
構
成
に
漏
し
て
聾
象
一
般
に
ア
プ
ソ
ォ
ー
フ
の
法
摺

を
立
て
る
圃
般
蒋
は
此
の
二
つ
し
か
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
疏
絃
迦
に
留
脚
い
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
脚
五
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哲
泓
申
碑
凹
究
　
　
第
二
憎
目
二
十
舳
擁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
一
点
ハ

　
抽
象
的
一
般
π
る
普
遍
酌
自
然
概
念
に
と
っ
て
は
特
殊
法
論
は
常
に
偶
然
で
あ
う
、
そ
の
質
料

は
外
よ
り
輿
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
庭
に
於
い
て
は
偶
然
蜀
必
然
、
特
殊
樹
普
遍
、
素
材
勢
子
叡

の
醤
立
は
永
久
に
克
服
さ
れ
ざ
る
課
題
で
あ
り
、
層
”
§
o
議
。
箆
巻
㌶
o
諸
一
篇
け
．
．
で
あ
る
○

　
更
に
野
鼠
律
の
普
遍
に
於
い
て
は
特
殊
は
常
に
必
然
で
あ
る
○
特
殊
は
そ
の
一
般
の
外
に
は

な
く
、
そ
の
全
禮
性
に
於
い
て
ア
プ
ジ
ォ
ー
ジ
に
規
定
さ
れ
得
る
が
故
に
偶
然
で
は
あ
り
得
な
い
○

純
粋
な
る
道
徳
的
實
践
の
立
場
に
在
っ
て
は
意
志
は
道
徳
法
の
、
．
｝
¢
8
Q
O
騎
。
同
ρ
母
ζ
壱
。
箪
島
～
．
．
に
依

っ
て
、
ア
プ
ソ
ォ
ー
ソ
に
焦
す
所
な
く
規
定
せ
ら
れ
て
、
吾
々
は
其
庭
に
偶
然
…
を
登
見
す
る
除
地
を

見
出
さ
な
い
。
此
の
頒
域
に
於
い
て
偶
然
は
解
決
さ
れ
π
の
で
は
な
く
し
て
元
々
敏
け
て
る
る
．

の
で
あ
る
。
吾
々
は
か
く
の
如
く
偶
然
と
必
然
、
特
殊
と
普
遍
、
更
に
は
存
在
と
當
爲
の
聞
に
克
服

さ
れ
得
ざ
る
H
ハ
ピ
津
を
見
串
し
た
時
へ
ー
ゲ
川
の
意
囲
し
謡
物
究
富
者
、
統
、
一
続
は
何
慮
に
求
め
得

や
う
か
劉
・

　
抑
々
ヵ
ン
｝
が
か
、
る
分
裂
を
な
さ
し
め
た
の
は
最
後
的
な
反
省
の
立
場
に
於
い
て
再
び
結

合
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
な
る
二
野
は
仕
事
の
牢
途
で
あ
る
Q
そ
の
完
成
こ
そ
が
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
　
ン
　
　
ゾ
ル
レ
ン

に
第
三
批
剣
に
於
い
て
薬
圃
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
存
在
と
當
爲
，
必
然
と
自
由
と
の
關
係
づ
け
は

批
劉
哲
學
の
本
格
的
な
課
題
と
な
る
o
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⑤

　
カ
ン
ト
に
從
へ
ば
「
鋼
麟
力
と
は
特
殊
を
普
遍
の
下
に
含
ま
れ
た
る
も
の
と
し
て
考
ふ
．
る
能
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
あ
る
。
」
蒲
し
て
更
に
「
普
遍
が
輿
へ
ら
れ
て
あ
る
場
合
に
は
そ
の
下
に
特
殊
を
証
言
す
る
鋼
断

　
　
ベ
シ
ユ
チ
ン
メ
ン
ト

カ
は
規
定
酌
で
あ
る
ρ
併
し
特
殊
の
み
與
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
燃
し
て
普
遍
が
求
め
ら
る
べ
き
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
フ
レ
ク
チ
ま
レ
ソ
ト

に
は
そ
の
判
断
力
は
軍
に
反
省
的
で
あ
る
。
」
慮
然
～
般
の
定
立
に
於
い
て
先
験
的
規
定
的
鋼
…
蘭

力
は
戚
性
的
特
殊
を
悟
性
の
普
遍
（
範
疇
）
に
包
婿
す
る
事
に
よ
っ
て
一
…
…
圖
式
の
媒
介
を
経
て
一

！
普
遍
化
的
加
工
を
な
す
Q
か
、
る
類
t
種
の
一
般
に
包
概
さ
れ
た
特
殊
は
そ
の
全
き
個
性
を

保
存
し
得
す
特
殊
が
一
般
の
中
に
溝
失
し
て
し
ま
ふ
。
故
に
規
定
的
鋼
断
に
於
い
て
は
特
殊
を

包
撮
…
す
る
普
遍
は
常
に
抽
象
的
で
あ
る
。
然
る
に
反
省
的
飼
…
鍬
に
於
い
て
は
普
遍
は
目
的
で
あ

る
。
目
的
は
合
目
的
々
な
も
の
に
内
在
し
て
、
特
殊
た
る
質
料
に
甥
し
て
の
軍
な
る
外
附
形
式
又

は
抽
象
で
は
な
い
○
郎
ち
挙
面
的
膚
然
の
内
面
背
後
を
表
面
か
ら
想
像
せ
ん
と
す
る
も
の
で
そ

の
能
力
が
反
省
的
判
断
力
に
外
な
ら
す
、
か
、
る
目
的
論
的
亮
察
の
先
験
的
原
理
が
所
謂
「
合
自
的

性
」
（
N
〆
＜
o
o
ざ
鼠
び
臨
ぴ
q
｝
（
○
繭
け
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
反
省
的
割
断
力
に
よ
っ
て
表
象
｝
せ
ら
れ
る
因
果
は
悟
性

．
の
構
成
に
拘
は
る
顕
然
界
の
鷺
。
。
夢
三
二
臼
で
は
あ
り
得
な
い
。
　
後
者
が
蕩
然
因
果
繭
係
に
あ
る
に

反
し
、
前
者
は
目
的
原
四
二
係
に
あ
る
。
　
而
も
此
を
先
の
二
つ
の
…
般
者
に
蘭
縛
せ
し
め
て
見
る

な
ら
ば
、
自
然
因
果
…
關
係
は
慮
認
然
識
の
範
疇
の
特
殊
に
封
ず
る
　
般
抽
象
性
に
劃
癒
し
、
厨
三
原

　
　
　
蹴
熱
澗
に
み
肌
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



7ceJ

　
　
　
舞
叫
猷
訟
掛
究
　
　
魯
姫
こ
買
難
…
十
難
沸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
一
八

因
操
短
は
愚
意
頷
域
に
於
け
る
意
志
認
定
に
關
し
て
の
直
接
に
意
識
さ
れ
た
る
膨
面
法
の
…
般

性
に
樹
慮
す
る
。
併
し
反
省
的
鋼
断
力
は
臼
的
原
因
關
係
に
於
け
る
一
の
魏
方
（
切
興
郵
。
洋
§
盤
－

≦
①
齢
○
）
と
し
て
軍
に
實
践
的
領
域
に
止
ら
す
何
等
か
の
條
件
の
下
に
利
用
せ
ら
れ
る
。
合
自
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

性
と
は
か
、
る
實
蔑
領
域
に
於
け
る
目
的
原
因
性
、
卸
ち
「
實
践
的
合
目
的
性
」
の
そ
れ
の
≧
困
睡
○
曾
◎

に
よ
っ
て
の
、
理
論
領
域
へ
．
の
投
射
に
露
な
ら
澱
。
從
っ
て
譲
れ
は
蜜
然
の
偶
然
性
を
捨
象
せ
す

特
殊
よ
り
漸
次
に
普
遍
に
至
ら
し
め
る
「
爵
筆
海
膿
の
特
殊
化
原
理
」
で
は
あ
る
が
、
只
，
自
然
鋼
定
の

統
罰
的
原
理
に
止
っ
て
因
果
牲
の
如
く
自
然
説
朋
の
構
成
的
原
理
で
は
あ
り
得
な
い
。
故
に
理

論
的
合
目
的
性
に
於
い
て
一
般
者
は
論
理
購
に
腿
確
に
規
定
し
得
す
只
特
殊
よ
り
の
反
省
に
於

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

い
て
求
め
ら
れ
て
、
恰
も
特
殊
が
か
》
る
　
般
者
に
必
然
化
さ
れ
て
あ
る
か
の
如
く
に
概
ら
れ
る

に
過
ぎ
な
い
。
書
幅
に
反
省
酌
鋼
漸
力
の
暫
定
性
（
等
○
く
凶
ω
○
養
費
5
が
存
す
る
諜
で
あ
る
。
而
も

機
械
観
に
於
い
て
只
．
偶
然
者
と
し
て
し
か
槻
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
意
昧
反
省
に
依
っ
て
機
械

槻
を
補
ふ
役
翻
を
騒
的
掘
が
演
ず
る
諜
で
あ
る
が
故
に
か
、
る
も
の
の
先
験
朗
原
理
た
る
合
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
．

合
性
は
偶
然
者
の
必
然
化
．
「
偶
然
者
の
法
則
性
偏
と
呼
ば
れ
る
。
か
、
る
反
省
的
判
断
力
の
意
味
剣

定
の
原
理
は
軍
な
る
科
學
的
の
知
に
冠
す
る
も
の
で
な
く
、
知
に
投
射
さ
れ
た
信
に
属
す
る
も
の

で
あ
る
。
即
ち
知
力
理
論
の
立
場
に
立
っ
て
意
志
霊
台
の
髄
験
～
般
を
現
象
の
基
髄
と
し
て
槻
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る
の
が
反
省
的
鋼
断
力
の
立
場
で
あ
る
。

　
（
H
）
渚
§
貫
　
矧
ψ
三
騨
自
。
冠
d
－
簿
。
蕊
町
箋
『
湿
三
陰
o
Q
．
㌫
・

　
（
励
）
国
一
）
窪
全
・
閃
ぎ
ピ
匂
e
・
駅
●

　
（
⇔
）
団
σ
Φ
障
号
．
尉
営
『
Q
D
．
H
Q
D
ご
℃
冠
簿
訪
3
0
勢
く
g
犀
黒
琢
艶
。
…
〔
．
．
．

　
（
郎
）
践
p
簿
“
瞬
話
8
媛
三
〇
一
言
b
ひ
Ω
汐
（
嬬
。
図
ひ
9
q
巴
●
幹
巴
と
O
窃
。
誓
琶
諺
ψ
四
二
。
謬
瓢
＄
N
鼠
簡
巳
ぼ
。
鐸
．
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
併
し
な
が
ら
カ
ン
ト
は
批
難
主
義
の
立
場
を
守
る
が
故
に
理
論
的
合
目
的
性
は
到
底
「
可
想
的

偶
然
性
」
必
然
化
の
原
理
で
は
あ
り
得
す
從
っ
て
事
實
を
超
え
た
理
念
に
止
る
。
「
醤
的
の
膿
系
と

し
て
の
翼
然
一
般
あ
内
面
的
合
目
的
性
は
只
主
観
酌
格
峯
以
上
の
立
場
に
立
ち
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
客
擬
的
意
味
を
附
思
す
る
に
は
膚
然
目
的
論
よ
り
滋
徳
的
目
的
論
に
移
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
○
吾
々
は
此
庭
に
至
っ
て
知
識
必
然
化
の
根
糠
を
我
の
意
志
膿
駿
に
求
め
ね
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
。
此
の
翼
的
論
に
於
い
て
反
省
さ
れ
る
普
遍
者
こ
そ
が
彼
が
「
富
然
目
的
」
（
名
暮
雲
ジ
＜
○
象
）
と
遮
別

し
た
㊥
然
虚
言
ぎ
寛
．
毫
多
脳
）
π
る
「
見
番
堕
（
寒
曇
）
に
外
な
ら
亀
か
こ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
し
て
の
本
膿
（
可
想
）
人
（
｝
δ
ヨ
○
き
葺
話
ぎ
諮
）
は
「
そ
の
存
在
が
そ
れ
唐
身
に
於
い
て
最
高
の
目
凶
を

有
し
、
そ
れ
に
亡
し
て
能
ふ
限
り
全
市
然
を
從
慶
せ
し
め
、
少
く
と
も
此
の
目
的
に
反
し
て
は
自
然

の
支
配
に
從
ふ
事
は
許
さ
れ
な
ど
も
の
で
あ
る
。
此
の
本
石
入
が
富
然
を
道
徳
的
人
格
的
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

實
現
の
手
段
と
し
て
適
癒
せ
し
め
る
所
に
「
妊
意
の
目
的
一
般
に
饗
す
る
理
性
者
の
全
癒
（
從
っ
て

　
　
　
蔵
尺
過
に
鼎
脚
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
二
九



．”
磨@08

　
　
　
哲
學
研
究
第
二
百
二
十
號
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

そ
れ
の
膚
歯
に
於
け
る
）
を
獲
生
す
る
○
」
て
ふ
文
化
（
瞬
三
貫
菖
が
存
す
る
な
ら
ば
交
化
は
正
に
形
式

的
道
徳
の
内
容
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
容
上
か
ら
云
へ
ば
滋
徳
と
は
實
践
的
合
臼
的
性
を

慮
然
に
登
生
せ
し
め
て
、
文
化
の
建
設
を
な
す
事
で
あ
る
。
從
っ
て
遺
徳
の
調
象
界
は
歴
吏
，
文
化

に
、
外
な
ら
す
、
歴
史
こ
そ
が
膚
然
と
蓮
徳
の
結
合
黙
で
あ
る
Q

　
（
回
）
囚
碧
ぼ
潟
葺
凶
扁
（
号
鴨
蟹
Φ
ヨ
2
＜
o
毒
毒
3
じ
ゴ
●
ω
◎
お
ρ
ご
H
簿
。
摂
陰
島
o
N
μ
舞
ヨ
a
Q
ぎ
ぴ
．
．

　
（
ゆ
）
内
”
簿
”
駁
ユ
巳
内
畠
窪
q
門
・
H
員
〉
競
げ
ψ
鮎
⊃
8
・

　
（
q
Q
）
　
図
び
島
r
　
幹
ゆ
8
．

　
（
膳
）
麟
ぴ
象
曾
も
嘩
・
。
。
o
っ
ρ
ω
曾
q
。
O
O
・

　
（
【
）
図
げ
脅
・
ω
．
傷
っ
O
Q
。
冒

’
　
（
O
）
図
ぴ
号
●
Q
o
．
こ
。
O
ピ

　
カ
ン
ト
が
第
三
批
飼
に
企
で
淀
第
一
批
鋼
と
舞
二
十
斜
、
必
然
と
欝
山
、
存
在
と
鞍
下
．
知
と
信
、
埋

論
と
實
践
、
更
に
は
属
性
界
と
悟
性
界
（
可
想
舞
）
の
結
合
の
湯
帰
は
此
底
に
於
い
て
到
達
せ
ら
れ
て
、

二
者
相
關
の
場
所
た
る
反
省
判
尽
力
の
蝦
象
界
は
正
に
黙
認
．
歴
史
の
地
盤
（
ゆ
O
q
§
）
に
粗
な
ら
な

い
事
に
な
る
○
　
歴
史
は
即
ち
實
践
的
合
理
酌
性
を
富
己
の
構
成
的
、
原
理
と
し
、
自
然
と
道
徳
の
媒

介
者
と
な
り
、
そ
の
根
砥
を
な
す
滋
徳
は
騒
然
を
手
段
と
し
で
歴
史
の
地
盤
に
於
い
て
痩
己
自
身

の
眞
の
完
成
を
途
げ
る
の
で
あ
る
。



　
　
・
　
ぐ
一
＆
豊
　
瞬
”
簿
鱒
　
潟
工
艶
（
鳥
O
「
器
尉
箒
Φ
露
ノ
N
2
，
毎
露
「
『

　
　
　
び

　
　
　
　
因
a
界
”
　
℃
噌
〇
一
〇
q
O
岡
ゴ
O
体
9
’

　
　
　
　
　
　
　
　
窪

　
　
　
　
囚
磐
嘗
丙
葺
律
（
鐸
℃
毎
一
白
甑
の
。
ぽ
嵩
く
傷
憂
昆
炉

　
　
　
　
賊
P
同
嵩
”
　
図
嵩
〔
蹴
（
篇
O
辱
¢
一
、
〔
O
繭
騨
『
・
譜
即
●

　
　
　
　
囚
9
簿
”
団
冨
3
瞬
、
ぎ
H
包
欝
澤
鵬
ヨ
〔
駕
。
囚
一
、
三
汀
（
げ
圏
，
⇔
嵩
。
瓢
終
p
・
鑑
『

　
　
　
　
｝
肖
£
飢
鱒
寧
日
。
鴇
ざ
℃
盆
団
。
・
吻
き
一
吻
の
9

　
　
　
　
属
ゆ
α
q
o
ゴ
　
の
。
蓉
露
9
μ
8
象
門
麟
三
〇
ひ
。
o
覧
臨
ρ
宍
ヨ
旨

　
　
　
　
．
西
斑
博
士
藝
衛
と
溢
徳
（
反
省
的
鋼
臨
の
野
象
界
）

　
　
　
　
田
漫
博
士
カ
ン
下
の
藏
的
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
カ
ン
ト
哲
學
と
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
一
、
　
カ
ン
ト
が
普
遍
に
就
い
て
分
析
的
普
遍
、
綜
合
的
普
遍
と
幕
せ
る
も
の
を
顧
る
に
、
…
…
…

　
麹
々
概
念
の
能
力
と
し
て
第
　
批
点
に
云
は
れ
る
吾
々
の
悟
性
は
減
性
的
直
槻
に
由
っ
て
輿
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
デ
イ
ス
ク
ル
シ
ー
プ

　
「
ら
れ
淀
特
殊
を
比
較
商
量
し
て
、
此
を
概
念
に
包
帰
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
比
量
的
悟
性
と
呼

　
ば
れ
る
○
「
從
っ
て
此
の
比
量
紛
立
場
は
外
延
的
全
島
を
扱
ふ
の
み
で
、
そ
の
普
遍
は
特
殊
を
全
き

　
姿
に
於
い
て
幾
許
し
得
す
、
幾
多
の
偶
然
性
に
委
ね
だ
る
ま
、
に
し
て
麗
く
。
か
、
る
概
念
的
普

　
・
遍
が
分
析
的
普
遍
で
、
特
殊
を
そ
の
下
に
類
に
封
ず
る
種
と
し
て
包
搬
規
定
す
る
、
即
ち
特
殊
の
抽

　
‘
象
「
的
一
面
を
の
み
含
む
所
謂
抽
象
的
普
遍
に
止
る
。
從
っ
て
此
の
内
包
と
外
延
の
關
係
は
逆
比

励
　
　
　
普
習
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
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哲
學
研
究
錐
ご
百
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
七
二

例
的
で
、
普
遍
の
度
を
増
加
す
る
程
惚
々
抽
象
納
に
な
る
ハ
）
而
し
て
此
の
分
析
前
普
遍
に
封
ず
る

主
槻
だ
る
比
熱
的
悟
性
の
能
力
が
か
の
規
定
的
劉
漸
力
で
あ
る
。
然
る
に
此
に
愉
し
て
最
高
次

の
立
場
よ
う
普
遍
が
内
包
的
全
膿
と
し
て
特
殊
の
部
分
を
登
窺
、
生
産
す
る
立
場
が
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
．
、
る
綜
合
的
普
遍
を
直
毒
す
る
悟
性
は
比
量
的
で
な
く
、
戚
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
普
遍
酌
意
味

　
　
　
　
　
　
　
④
イ
ン
ツ
イ
テ
ー
プ

に
於
け
る
悟
性
、
師
ち
直
槻
的
悟
性
で
あ
る
○
茄
の
直
槻
的
全
騰
に
於
い
て
は
特
殊
は
普
遍
の
自

己
限
定
で
あ
り
、
部
分
と
し
て
此
の
全
膿
た
る
普
遍
の
中
に
軍
に
そ
の
抽
象
鮒
一
面
に
於
い
て
の

み
な
ら
す
、
呉
膿
的
全
面
的
意
義
に
於
い
て
包
含
せ
ら
れ
る
。
斯
く
て
金
箭
（
普
遍
）
は
部
分
（
特
殊
〉
を

包
益
す
る
と
共
に
、
部
分
は
全
燈
を
構
成
し
、
全
膿
の
中
に
於
い
て
各
々
必
然
的
な
所
を
得
て
、
宙
己

の
意
義
を
登
濡
し
．
偶
然
は
存
在
し
な
い
○
　
從
っ
て
此
の
普
遍
は
其
の
度
を
増
す
に
つ
れ
て
内
容

は
豊
か
に
な
り
、
内
包
と
外
延
と
は
比
例
的
に
増
減
す
る
。

　
（
H
）
隊
簿
汗
飢
興
φ
溝
盆
巴
内
箒
P
・
目
に
k
ζ
三
辱
¢
G
。
㌫
Q
。
一
蜘
お
．

　
（
b
3
）
国
げ
窪
塗
．
ω
c
茸
ソ
ご
島
昆
ε
邑
く
貧
く
。
翼
曽
乱
．
、
．

　
（
笛
）
　
護
。
ひ
q
島
”
O
O
零
黛
。
欝
。
（
圃
巽
回
）
ぽ
7
　
（
Q
O
ぎ
乾
匿
ノ
く
費
圃
《
o
H
O
）
囚
諺
r
O
◎
曜
8
み
・

　
（
蔭
）
溶
簿
罪
象
竹
q
焦
亀
切
U
藁
難
・
の
’
。
じ
鳶
．
ご
［
茎
［
〔
〔
陣
く
。
槻
く
興
簿
鶏
（
炉
．
．

　
籾
て
有
限
的
比
量
的
立
場
か
ら
は
、
か
、
る
無
限
の
綜
合
附
普
遍
は
認
識
し
得
ぺ
か
ら
ざ
る
無

限
↑
の
課
題
と
し
て
限
堺
∵
概
念
で
あ
る
。
　
カ
ン
峯
は
第
二
批
鋼
に
於
い
て
は
分
析
的
形
式
主
義
、
に
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著
す
る
の
猛
り
、
二
品
法
を
抽
象
的
に
形
式
の
瓢
の
み
か
ら
し
て
、
慮
然
法
と
の
》
塁
ざ
9
9
δ
に
依
っ

て
分
析
的
普
遍
と
解
し
た
。
併
し
此
の
普
遍
漏
る
道
徳
法
は
文
化
・
歴
史
を
内
容
と
す
る
窯
を
顧

慮
す
る
な
ら
ば
正
に
か
、
る
綜
合
的
普
遍
に
着
な
ら
す
、
道
徳
の
自
己
立
法
に
於
い
て
は
吾
々
は

直
槻
的
悟
性
の
立
場
に
立
つ
と
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

　
か
く
の
如
き
直
言
的
悟
性
の
綜
合
的
普
遍
は
勿
論
封
象
的
認
識
に
あ
っ
て
は
理
念
で
こ
そ
あ

れ
、
断
じ
て
其
の
繕
成
的
範
疇
で
は
あ
り
得
す
、
此
を
し
も
構
成
的
原
理
と
考
ふ
る
所
に
カ
ン
ト
の

極
力
排
撃
し
た
形
而
上
學
が
成
立
す
る
。
併
し
搾
れ
は
實
践
的
認
識
の
領
域
に
於
い
で
眞
の
實

在
性
を
得
て
、
構
成
的
原
理
た
り
得
る
の
で
あ
る
○

　
さ
れ
ば
理
論
．
實
践
二
領
域
の
超
え
得
ざ
る
囚
豊
津
に
架
橋
（
｛
巴
り
O
吋
｝
り
『
無
O
凹
く
①
嵩
）
す
べ
き
反
省
的
到
断
力

は
つ
ま
り
比
量
的
悟
性
の
立
場
に
於
い
て
直
槻
的
悟
性
の
意
味
を
悟
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

分
析
的
普
遍
の
立
場
に
投
射
せ
ら
れ
捲
る
綜
合
的
普
遍
の
姿
を
把
握
せ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

－
註
か
く
見
疑
る
時
カ
ン
レ
の
所
謂
「
模
型
的
凝
然
」
（
藁
奪
p
。
畠
冨
）
と
「
原
型
的
自
然
」
曾
p
葺
：
H
9
。
稀
事
）
に
支
配
す
ろ
善
導
ほ
夫
々
分
析
的
疏
n
遍
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
る
順
調
法
と
剰
余
三
厩
逓
登
る
道
徳
法
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
欝
磨
す
る
叢
槻
ば
叉
「
模
型
的
知
力
」
（
一
簿
亀
。
。
裳
憩
o
o
蔓
℃
餌
ω
）
と
「
原
型
的
知
力
し
’
一
鼻
○
濠
。
露
ω

　
鍵
9
。
蔓
を
m
）
と
で
あ
ろ
事
も
豫
想
さ
れ
や
う
。

・
．
（
H
）
潟
簿
襲
留
門
鷲
算
欝
。
回
同
窪
く
窪
歪
埠
．
（
男
．
ω
。
ぽ
急
島
＄
9
0
｝
庫
伍
α
q
魯
①
“
の
．
欝
）

　
（
b
p
）
鐵
聾
築
亀
鶏
話
貯
窪
く
2
曇
陶
無
冒
甲
ψ
認
Q
。
’

　
　
　
讐
遜
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

　
反
省
的
判
断
力
は
個
々
の
特
殊
を
全
面
普
遍
の
中
に
轟
轟
す
る
が
前
者
を
後
者
の
膚
己
限
定

と
し
て
親
古
せ
す
、
特
殊
が
よ
っ
て
以
り
て
全
燈
を
實
現
す
る
か
の
如
く
に
見
る
○
か
＼
る
場
合

の
究
極
的
憂
膿
た
る
臼
的
は
綜
合
納
普
遍
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ば
構
成
的
範
疇
で
は
な
く
し
て
統

制
的
原
理
π
る
に
止
る
。
郎
ち
普
遍
は
特
殊
を
宮
己
の
部
分
と
し
て
自
己
内
よ
り
狡
面
す
る
の

で
は
な
く
て
、
特
殊
は
普
遍
に
謝
し
て
飽
迄
偶
然
的
で
は
あ
る
が
、
特
殊
を
ぜ
全
騰
だ
る
普
遍
の
部

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

分
を
な
せ
る
か
の
如
く
槻
る
事
に
依
り
、
か
の
偶
然
・
性
を
必
然
化
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く

声
威
に
扱
ふ
観
酌
血
膿
は
綜
合
的
普
遍
の
血
膿
の
意
味
を
含
み
つ
、
特
殊
爽
寓
論
に
隔
ら
す
、
特

殊
の
偶
然
性
を
認
め
る
出
演
分
析
的
普
遍
に
類
す
る
。
　
而
も
偶
然
・
特
殊
を
目
的
々
に
反
省
必
然

　
　
　
　
①
。
　
。
　
。
　
。
　
。

化
し
て
行
く
「
反
省
的
普
遍
」
で
あ
る
。
從
っ
て
反
省
的
判
断
力
は
規
定
的
鋼
断
力
よ
り
も
深
く
純

粋
意
志
の
能
力
よ
）
も
暖
い
と
云
ふ
事
が
出
來
、
分
析
的
普
遍
は
反
省
的
普
遍
に
と
っ
て
含
蓄
す

る
所
が
少
く
、
綜
合
的
普
遍
は
多
い
と
云
へ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
反
省
的
鋼
断
力
の
扱
ふ
翼
的
論
膿
系
に
於
け
る
諸
種
の
合
目
的
性
系
列
中
、
形
式
的
合
目
的
性

は
分
析
的
普
遍
の
純
な
る
已
然
か
ら
目
的
論
の
野
に
移
ら
ん
と
す
る
所
に
位
置
し
、
最
後
の
實
践

的
方
角
的
性
は
目
的
論
の
地
盤
よ
り
綜
合
的
普
遍
の
領
域
、
滋
無
界
に
移
り
入
ら
ん
と
す
る
所
に

存
す
る
。
従
っ
て
實
践
直
会
目
的
性
の
極
限
た
る
綜
合
的
普
遍
に
於
い
て
は
含
目
的
性
は
田
邊
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③

敷
授
の
謂
は
る
、
如
く
「
目
的
な
き
合
目
的
性
」
（
勢
く
。
。
す
悉
ω
㏄
お
オ
。
一
滑
○
ぎ
○
温
く
○
○
ε
で
な
け
れ
ば
な
ら

澱
で
あ
ら
う
Q

　
の
朗
蓬
教
授
「
へ
ー
グ
〃
に
於
け
ろ
理
性
的
と
現
實
的
と
の
…
致
」

　
働
へ
ー
グ
ル
哲
學
と
辮
詮
法
峯
照

　
先
述
の
如
く
カ
ン
ト
の
四
割
哲
學
を
聖
上
せ
し
め
る
時
、
滋
徳
の
形
式
性
に
内
容
を
盛
る
は
反

省
的
到
断
力
の
事
象
界
た
る
文
化
．
歴
史
で
あ
っ
て
、
此
の
歴
史
は
墨
筆
を
豫
想
す
る
限
り
網
羅
理

性
の
立
場
の
甥
象
た
る
綜
合
的
普
遍
を
端
子
と
す
る
事
が
繊
興
る
Q
カ
ン
ト
に
於
い
て
か
、
る

普
遍
を
封
象
と
す
る
主
観
た
る
直
耳
蝉
悟
性
は
有
限
的
な
る
人
聞
に
は
與
へ
ら
れ
諏
神
の
精
紳

な
る
が
故
に
、
人
間
は
道
徳
的
慮
由
を
實
現
す
る
程
度
に
癒
じ
て
帥
の
精
紳
と
一
に
な
る
○
か
、

る
所
に
實
践
年
期
爲
が
成
立
す
る
。
撃
っ
て
尊
墨
は
藏
心
的
悟
性
の
立
場
か
ら
萬
有
を
観
照
す

　
　
　
讐
逓
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

る
立
場
で
あ
り
、
そ
の
紳
に
於
い
て
白
歯
の
癩
病
生
活
は
完
成
す
る
Q
　
か
く
の
如
く
愚
弄
、
道
徳
、
歴

史
は
不
可
分
離
の
開
係
に
あ
っ
て
宿
れ
を
一
貫
す
る
原
理
が
實
践
的
合
昌
的
性
で
あ
う
、
そ
れ
に

結
合
す
る
の
が
直
垂
的
悟
性
の
理
念
（
最
高
善
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
カ
ン
ト
哲
學
の
最
究
覧
者
は
綜

合
的
普
遍
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
カ
ン
ト
の
知
識
分
舗
の
立
場
は
第
三
批
剣
に
於
い
て
か
く
の

如
く
に
統
一
戯
話
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
そ
の
最
普
遍
者
が
か
、
る
彼
岸
の
綜
合
酌
普
遍
な
り
と

せ
ば
、
到
底
ヘ
ー
ゲ
ル
が
意
圖
し
た
如
き
主
客
，
有
限
無
限
の
共
面
的
統
一
た
る
具
膿
的
普
遍
で
は

あ
り
得
す
、
へ
ー
グ
ル
が
藤
壷
界
に
於
い
て
カ
ン
ト
に
下
し
た
非
難
を
完
全
に
脱
却
す
る
事
は
出

來
す
、
有
限
と
無
限
と
の
「
悪
し
き
無
限
』
の
そ
し
り
は
依
然
と
し
て
獲
る
で
あ
ら
う
。

　
抑
々
ヘ
ー
ゲ
ル
に
依
れ
ば
カ
ン
ト
は
批
到
哲
學
に
固
執
す
る
限
り
そ
の
問
題
と
す
る
所
は
認

識
の
甥
象
で
は
な
く
し
て
樹
下
の
認
識
で
あ
っ
た
○
從
っ
て
そ
の
醤
象
は
幽
く
主
観
に
表
象
さ

れ
た
も
の
．
で
、
認
識
に
於
け
る
主
客
の
統
　
も
只
主
槻
内
に
於
け
る
統
一
に
止
り
、
帥
自
存
在
た
る

言
忌
は
只
認
識
の
彼
岸
に
不
可
知
物
「
物
言
髄
」
と
し
て
放
遣
さ
れ
た
。
血
膿
的
統
一
者
慮
る
理
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
扱
ふ
べ
き
理
性
は
幻
想
ご
¢
搾
⇒
ひ
q
O
着
冒
馨
。
．
．
を
産
出
す
る
に
止
り
、
か
く
て
は
物
欝
膿
は
正
に
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

薄
ゲ
ル
の
云
ふ
如
く
．
、
¢
o
号
恐
く
。
巳
ぎ
σ
q
渥
鴇
も
○
℃
碁
讐
○
誉
§
㌦
．
「
死
せ
る
抽
象
化
C
「
塞
な
る
無
規
定
」
に

絡
る
。
更
に
實
践
理
性
は
積
極
的
に
物
言
燈
の
可
想
界
を
認
識
す
る
と
す
る
も
そ
の
認
識
だ
る
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や
「
全
く
實
在
性
を
捨
象
す
る
、
倉
主
三
内
の
抽
象
的
同
一
性
に
止
り
、
現
實
に
は
あ
ら
組
説
法
の
み

を
扱
ふ
形
式
主
義
に
湿
し
て
し
ま
っ
た
○
今
や
此
の
自
由
の
道
徳
界
と
必
然
の
自
然
界
を
統
鳳

せ
ん
と
す
る
カ
ン
ト
哲
學
の
最
も
心
し
き
箇
所
は
そ
の
使
命
を
果
し
得
た
で
あ
ら
う
か
？

　
ヘ
ー
ゲ
ル
も
云
ふ
如
く
概
念
と
三
厩
の
直
接
的
統
一
の
直
槻
を
有
す
る
筈
の
有
機
的
所
産
の

合
昌
的
性
も
カ
ン
ト
に
あ
っ
て
は
只
主
観
的
前
面
に
遇
ぎ
す
、
そ
の
考
察
方
法
も
比
論
帥
規
定
で

は
な
い
。
　
カ
ン
ト
は
此
腱
に
統
一
を
語
ら
ん
と
す
る
と
は
云
へ
、
叉
も
主
魏
的
面
、
一
概
念
を
津
び
鵠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
。
　
Q
。
　
。
。

さ
し
て
し
ま
ふ
Q
此
こ
そ
カ
ン
ト
暫
學
の
「
不
断
の
矛
盾
」
で
あ
る
Q
生
物
有
機
膿
の
構
造
も
只
反

省
的
鋼
露
宿
の
…
の
仕
方
に
止
る
。
絶
息
最
高
善
を
窮
極
目
的
と
す
る
純
粋
遺
徳
界
は
生
概
的

意
志
の
内
面
化
の
極
限
で
あ
る
。
要
す
る
に
相
馬
肉
な
も
の
は
背
後
に
絶
凋
的
な
も
の
を
豫
想

し
，
そ
の
根
篠
と
な
る
絶
封
的
な
も
の
邸
ち
綜
合
的
普
遍
は
か
、
る
相
醤
的
普
遍
の
低
次
よ
り
高

次
へ
の
段
階
行
雨
の
極
限
と
し
て
の
み
意
義
を
認
め
る
の
が
批
鋼
主
義
の
立
場
で
あ
る
。
カ
ン

ト
哲
學
の
成
果
は
か
く
の
如
く
に
そ
れ
を
徹
底
せ
し
む
れ
ば
一
切
主
点
化
の
生
観
主
義
に
陥
り
、

（
吾
々
は
そ
の
一
例
を
フ
ィ
ヒ
ラ
に
見
る
、
〉
又
啓
蒙
の
子
た
る
歴
史
的
な
カ
ン
ト
に
重
き
を
葺
け
ば

二
元
論
、
樹
立
不
統
「
の
立
場
に
止
る
。
其
庭
は
何
等
客
槻
的
眞
理
性
を
持
た
ぬ
主
面
的
理
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

猫
裁
の
野
で
あ
り
、
理
性
は
と
。
油
銘
。
節
，
o
琶
。
．
．
に
自
足
（
k
～
∬
叶
9
一
山
鼠
O
）
し
て
み
る
。
か
＼
る
事
は
へ
ー
ゲ

　
　
　
讐
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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七
輪

　
　
　
　
　
⑤
　
。
　
。
。
　
つ
。

ル
に
と
っ
て
所
謂
「
理
性
の
怠
慢
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
○

　
建
ち
カ
ン
｝
は
そ
の
全
心
學
を
抽
象
的
悟
性
の
仕
方
を
以
っ
て
し
π
。
王
気
哲
學
は
完
全
な

悟
性
の
哲
學
に
し
て
理
性
の
領
域
を
も
悟
性
の
立
場
か
ら
仰
ぎ
兇
た
る
に
懸
ぎ
す
、
從
っ
て
理
性

は
青
倉
爲
の
彼
岸
に
放
遣
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
○
然
る
に
抽
象
の
室
虚
を
避
け
青
郷
の
充

實
を
穏
指
す
ヘ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
て
は
悟
性
の
立
場
は
位
記
的
蓮
動
の
…
過
程
と
し
て
の
み
意
義

を
有
し
沸
其
虚
に
生
す
る
分
裂
調
立
は
そ
の
ま
》
固
定
せ
し
め
ら
れ
る
事
な
く
、
そ
の
｝
面
性
の
故

に
応
仁
の
契
機
と
し
て
止
揚
（
》
鶏
ぎ
び
9
“
）
せ
ら
れ
る
。
カ
ン
ト
哲
學
の
鍔
9
轟
9
は
正
に
か
、
る
統

一
淀
る
純
樹
形
式
の
各
契
機
を
只
舜
裂
孤
立
の
ま
、
に
固
定
せ
し
め
る
所
に
存
す
る
○

　
（
目
）
ハ
ゆ
）
以
下
O
窪
。
㌶
塾
8
（
酬
窪
瓦
託
○
ω
Q
喜
8
（
図
巳
き
）
津
議
長
剛
〇
三
鳥
凶
。
…
ノ
く
霧
。
塗
。
H
峯
節
島
。
厭
ぴ
。
陰
い
塗
照

　
（
c
。
）
○
馨
ぎ
ぎ
ロ
窪
写
…
げ
（
ω
豊
9
ノ
＜
9
＾
。
剛
。
）
ぢ
葺
．
㏄
・
8
0
●

　
（
躯
）
図
び
窪
〔
劉
ω
．
0
8
掌

　
（
竃
）
§
ご
2
舞
噂
ω
’
0
8
．

　
二
、
　
扮
、
カ
ン
｝
の
特
殊
と
普
遍
．
概
念
と
理
念
、
煽
…
樹
と
絶
醤
、
有
限
と
無
限
、
夏
に
は
士
ナ
魏
「
と
客
槻
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

形
式
と
四
容
、
認
識
と
甥
象
．
形
相
と
素
材
の
雲
立
的
二
元
論
に
止
る
反
省
的
。
悟
性
的
立
場
に
謝
し

て
、
樹
立
の
統
一
を
原
理
と
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
＝
兀
論
的
、
理
性
的
恵
辮
哲
學
に
於
け
る
統
…
者
、
具

膿
的
普
遍
と
は
そ
も
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
？
　
か
、
る
辮
誰
々
酌
統
「
た
る
具
膿
帥
普
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遍
は
か
の
反
省
的
到
断
の
統
一
た
る
反
省
的
普
遍
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
あ
ら
う
か
？

　
抑
々
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
實
在
の
眞
相
は
概
念
の
獲
展
を
挨
っ
て
究
聯
せ
ら
れ
る
○
か
、

る
概
念
は
カ
ン
ト
に
於
け
る
如
き
有
限
的
悟
性
認
識
の
範
疇
で
は
な
い
。
範
疇
は
現
實
態
を
絶

劃
的
に
認
識
す
る
思
惟
範
疇
に
し
て
寧
ろ
範
疇
は
現
實
態
自
ら
で
あ
る
○
帥
ち
範
疇
は
、
客
観
を

思
惟
す
る
直
な
る
士
⊥
掘
的
形
式
で
は
な
く
て
、
あ
る
所
の
内
容
そ
の
も
の
の
生
け
る
魂
で
あ
る
。

　
　
①

正
に
衷
心
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
現
實
に
は
あ
ら
漁
が
如
き
、
軍
な
る
要
請
と
し
．
て
の
當
爲
は
反
省

的
悟
性
の
歯
し
き
誇
う
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
哲
學
の
扱
ふ
理
念
ば
か
、
る
藩
命
の
如
き
無
力

な
も
の
で
は
な
い
Q
　
正
に
か
く
の
如
き
画
意
在
な
る
絶
命
者
の
認
識
を
目
的
と
す
る
思
惟
は
思

　
　
　
　
　
　
　
　
②

盤
台
思
惟
で
め
る
○
　
反
省
的
悟
性
は
親
定
分
離
し
、
そ
れ
を
固
執
す
る
。
　
然
る
に
此
れ
に
反
し
、
理

性
は
悟
性
の
制
限
を
超
越
分
解
し
て
、
諸
規
定
を
無
の
中
に
解
溝
■
す
る
。
從
っ
て
痴
れ
は
否
定
的

辮
量
的
で
あ
る
。
併
し
亦
そ
れ
は
普
遍
を
産
出
し
、
以
っ
て
特
殊
を
其
の
中
に
包
含
し
理
解
す
る

故
積
極
的
で
あ
る
。
悟
性
と
理
性
辮
謹
的
理
性
と
積
極
離
理
性
は
分
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
○

　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ト

理
性
の
眞
霜
は
精
紳
で
あ
る
。
精
聯
は
悟
性
的
理
性
、
理
性
的
悟
性
の
爾
者
よ
り
も
以
上
に
位
し

て
否
定
的
存
在
で
あ
り
辮
謹
的
理
性
及
び
悟
性
の
本
性
を
構
成
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
軍
純
な
る
存
在
を
否
定
し
て
以
っ
て
悟
性
の
規
定
的
囁
別
を
措
定
し
、
更
に
亦
こ
の
幕
別
を
解

　
　
　
誓
願
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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入
○
冒

．
溝
す
る
。
斯
く
て
そ
れ
は
僻
謹
的
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
精
神
は
か
く
の
如
き
無
な
る
結
果
の
中

」
に
停
滞
す
る
も
の
で
な
く
、
同
時
に
籏
極
酌
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
最
初
の
下
前
存
在
を
恢
復
し

來
る
。
然
も
此
の
鷺
・
純
者
を
そ
れ
自
身
憂
世
的
普
遍
と
い
ふ
形
で
恢
復
し
塗
る
○
が
、
か
の
所
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
特
殊
は
抽
象
的
普
遍
の
場
合
の
如
く
こ
の
普
遍
の
下
に
包
概
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
特

殊
は
か
の
規
定
作
用
と
そ
の
解
清
の
中
に
於
い
て
甲
冑
を
共
々
に
規
定
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
の
や
う
な
精
紳
の
蓮
醐
、
即
ち
漁
己
の
単
純
性
を
輿
へ
、
逆
に
こ
・
の
規
定
性
を
輿
へ
る
事
に
於
い

て
膚
己
同
等
性
を
生
じ
、
斯
く
て
概
念
の
内
在
単
解
腿
と
な
る
所
の
運
動
こ
そ
認
識
の
母
樹
的
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　

む
　
　
む
　
　
　
む
　
　

む
　
　

む
　
　
　
　
　
　
む
　
　

む

法
た
る
も
の
で
、
同
母
に
そ
は
内
容
そ
れ
禽
身
の
内
面
的
魂
で
あ
る
○
哲
學
は
か
、
る
昏
夢
構
成

の
道
程
中
に
於
い
て
の
み
客
槻
的
論
謹
艶
學
閥
π
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
（
回
）
舅
＝
畠
2
2
）
…
巳
…
ρ
吻
ρ

　
（
邸
）
　
以
下
ノ
〈
幽
湊
。
議
。
夢
津
（
げ
門
習
。
讐
　
膚
・
（
　
［
塁
蓉
蕊
。
ぎ
〉
一
環
α
Q
筈
ρ
Q
り
’
O
）

　
右
の
如
き
思
辮
　
的
思
惟
の
扱
ふ
概
念
は
賢
母
自
ら
と
の
否
定
附
統
一
が
個
別
的
個
膿
で
あ
る

と
云
ふ
意
味
で
即
且
甥
自
に
規
定
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
夫
虜
身
、
そ
れ
爵
ら
の
そ
れ
脅
ら
へ
の
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

係
、
郎
ち
普
遍
を
形
造
る
が
故
に
早
撃
徹
尾
具
膿
的
で
あ
る
。
そ
の
黙
で
普
遍
性
、
特
殊
性
、
個
別
性

な
る
概
念
の
諸
契
機
は
反
省
酌
諸
規
定
の
如
く
孤
立
樹
立
酌
に
分
離
さ
れ
て
み
す
、
諸
契
機
は
只
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爾
除
の
諸
契
機
か
ら
の
み
、
そ
し
て
其
等
の
も
の
と
共
に
の
み
把
握
さ
れ
得
る
。
か
、
る
内
的
開

聯
の
統
膿
だ
る
野
饗
的
普
遍
．
概
念
は
脅
己
の
内
的
諸
規
定
た
る
無
恥
、
推
論
、
定
義
、
分
類
等
々
と
共

に
主
概
的
形
式
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
封
象
的
悟
性
の
形
式
に
し
て
、
「
国
里
の
最
奥
部
に
脹
動
ず
る

生
命
」
、
「
事
柄
に
内
在
す
る
普
遍
偏
で
あ
る
。
概
念
は
事
物
の
多
器
性
、
偶
然
性
の
本
質
と
し
て
慮
己

嶽
ら
を
襲
閥
し
、
こ
の
狡
展
に
依
っ
て
そ
の
含
蓄
釣
内
容
を
自
ら
顯
現
し
、
又
そ
の
諸
契
機
は
そ
れ

自
ら
全
膿
と
し
て
概
念
と
不
離
の
統
一
に
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
概
念
は
か
く

醤
象
に
内
在
す
る
普
遍
と
し
て
客
槻
脅
ら
で
は
あ
る
が
、
量
れ
も
只
主
客
の
抽
象
的
岡
一
性
の
立

場
に
止
る
限
り
、
更
に
そ
の
爵
己
登
展
に
依
っ
て
客
概
と
の
矛
盾
が
措
定
さ
れ
、
更
に
統
一
さ
れ
ね

ば
な
ら
澱
。
此
の
郎
自
的
な
概
念
と
客
槻
性
と
の
絶
肇
的
統
一
に
し
て
、
即
且
醤
膚
に
眞
な
る
も

の
は
イ
デ
ー
で
あ
る
。
從
っ
て
理
念
は
媒
介
を
経
て
豊
に
さ
れ
て
肖
己
に
還
っ
た
概
念
に
外
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
な
い
。
さ
れ
ば
概
念
と
理
念
を
分
離
せ
し
め
る
反
省
が
「
無
限
の
》
諺
8
ω
。
・
」
と
し
て
彼
岸
に
放
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

せ
し
め
る
物
自
燈
は
、
客
観
の
内
奥
に
認
識
さ
れ
得
て
、
「
客
騰
に
鳴
す
る
怯
え
』
は
除
去
さ
れ
る
謬
で

あ
る
。
凡
そ
如
何
な
る
現
實
的
な
る
も
の
も
そ
れ
が
眞
な
る
限
り
理
念
で
、
そ
の
眞
理
も
理
念
を

通
じ
、
理
念
の
カ
に
よ
っ
て
の
み
存
す
る
。
誠
に
在
）
と
し
在
り
と
云
は
れ
る
存
在
は
謎
く
此
の

理
念
の
一
側
面
で
あ
る
。
絶
甥
的
眞
理
た
る
此
の
理
念
は
差
し
當
り
只
一
つ
の
普
遍
酌
な
る
實

　
　
　
善
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一
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膿
に
し
て
、
禽
ら
に
郎
し
て
具
早
見
で
あ
る
○
蓋
し
灘
念
に
自
身
を
競
照
し
て
健
在
性
と
な
る
廓

由
な
概
念
で
あ
る
か
ら
。
更
に
理
念
が
形
式
的
抽
象
的
と
解
さ
れ
ざ
る
重
大
な
る
黙
は
そ
の
理

念
の
原
理
た
る
概
念
が
抽
象
絢
統
一
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
は
在
る
が
ま
、
に
宮
ら
の
窟
ら
へ
の

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む

否
定
的
復
館
、
主
腔
牲
と
解
さ
れ
る
所
に
あ
る
。
概
念
は
個
別
性
で
あ
る
普
遍
性
と
し
て
、
客
槻
性

に
そ
し
て
客
早
早
の
樹
立
に
規
定
せ
ら
れ
、
概
念
を
自
分
の
實
盤
と
し
て
み
る
。
此
の
外
在
性
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

寒
々
の
内
在
的
辮
謹
法
を
通
じ
て
贈
号
性
に
引
戻
さ
れ
る
。
イ
デ
ー
は
か
、
る
意
昧
で
遍
歴
で

あ
る
。
　
か
く
の
如
く
イ
デ
ー
の
同
一
性
は
主
事
性
と
し
て
絶
謁
否
定
性
で
あ
り
、
從
っ
て
又
辮
謹

法
的
で
あ
る
限
う
で
の
み
概
念
の
雄
魂
的
な
そ
し
て
宮
由
な
同
一
性
で
あ
る
が
故
に
、
イ
デ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

只
の
主
・
客
，
無
限
・
有
限
の
抽
象
的
固
定
的
統
一
で
は
な
く
し
て
元
々
過
程
で
あ
る
。
從
っ
て
か
、

る
イ
デ
ー
は
濁
）
理
性
の
み
の
能
く
取
扱
ぴ
得
る
も
の
に
し
て
、
有
限
な
悟
性
の
抽
象
分
離
．
外
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む

的
反
省
の
把
握
し
得
る
所
の
も
の
で
は
な
い
○
寧
ろ
イ
デ
ー
は
夫
膚
ら
辮
藩
法
で
、
永
遠
に
宮
己

同
一
的
な
も
の
を
匪
別
さ
れ
π
も
の
か
ら
．
主
観
的
な
も
の
を
客
亭
的
な
も
の
か
ら
分
離
国
別
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

て
、
そ
し
て
、
只
そ
の
限
り
寒
椿
法
は
永
遠
の
創
造
永
遠
の
生
命
性
．
永
遠
の
精
紳
で
あ
る
。
　
イ
デ
ー

は
悟
性
の
有
限
な
性
唐
只
と
か
、
悟
性
の
生
産
物
の
燭
立
性
と
云
ふ
誤
れ
る
假
象
と
か
に
就
い
て
の
、

此
の
悟
性
的
に
理
解
遜
別
さ
れ
た
も
の
を
．
再
び
統
「
に
引
戻
す
所
の
辮
謹
法
な
る
が
故
に
、
イ
デ
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ド
ば
自
ら
拙
象
的
悟
性
へ
の
移
行
縛
置
で
あ
り
つ
、
も
永
還
に
理
性
な
の
で
あ
る
σ
郎
ち
主
槻
・

客
槻
．
概
念
と
實
在
、
無
限
・
有
限
の
統
～
と
し
て
の
「
良
き
無
限
レ
セ
る
イ
デ
ー
は
、
理
性
そ
の
汰
、
の
で
あ

る
と
も
云
へ
や
う
。

　
③
　
以
上
ヘ
ー
ゲ
ル
が
エ
ン
チ
ク
買
ペ
デ
ィ
ー
に
於
い
て
縷
々
細
説
し
た
る
所
を
辿
り
古
る
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
り
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
り

依
っ
て
、
へ
監
ゲ
ル
が
イ
デ
ー
を
郵
立
と
統
｝
の
辮
謹
法
的
獲
展
過
程
そ
の
も
の
、
即
ち
動
的
主
騰

　
　
　
む
　
　
　

と
見
る
黙
に
迄
到
達
し
た
。
か
、
る
イ
デ
f
の
把
握
の
仕
方
こ
そ
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
の
最
も
偉
大

な
る
黙
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
反
省
哲
學
の
企
て
、
果
し
得
ざ
り
し
野
立
物
の
統
一
、
哲
學
の
窮

極
原
理
、
絶
優
者
は
か
》
る
蜜
己
登
展
的
主
膿
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
歴
吏
蘭
必
然
の
法

面
は
そ
の
眞
理
性
に
於
い
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q
蓋
し
歴
吏
的
普
遍
的
法
剛
は
個
品
の
有

限
的
良
由
を
容
認
し
つ
、
、
又
客
槻
的
偶
然
性
を
自
己
の
中
に
含
み
つ
＼
、
そ
れ
を
必
然
化
し
て
自

己
の
主
膿
性
を
保
持
し
．
偶
然
的
個
別
者
を
捨
象
せ
す
、
霞
己
の
契
機
と
な
し
、
そ
れ
等
の
根
祇
に
實

膿
的
統
…
性
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
回
）
≦
冨
蓉
譲
9
幾
け
傷
窪
い
。
α
q
斧
曙
Q
り
．
Q
。
ρ

　
（
ゆ
）
国
σ
窪
参
◎
ψ
Q
σ
凶
ワ

　
（
c
◎
）
謬
μ
曙
島
。
冥
箆
【
ρ
畝
H
8
－
8
卜

　
④
　
歴
史
と
云
ふ
時
薩
ち
に
超
洋
酢
的
に
封
ず
ろ
捕
鮒
的
歴
史
的
と
の
み
掘
恥
し
て
拭
な
ら
な
い
Q
照
準
ほ
そ
の
獲
展
に
於
い
て
偶
然
の
必
然
化
六
ろ

　
　
　
讐
逓
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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入
四

　
　
と
北
ハ
に
門
破
禦
り
偶
妹
酬
掠
れ
ろ
實
隆
二
字
楼
　
な
・
刀
強
く
持
す
・
る
も
の
で
あ
る
Q
既
露
に
一
猛
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
偶
映
㎞
任
黙
諾
…
、
必
然
ば
偶
…
妹
…
な
り
と
云
へ

　
　
ろ
含
蓄
深
き
言
葉
た
理
解
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

凡
そ
誕
識
と
云
．
ふ
も
此
の
イ
デ
あ
悪
程
に
外
な
ら
な
い
・
イ
ー
ア
蔽
豊
内
の
原
始
分

制
（
C
戦
み
。
戸
惑
）
を
生
じ
て
主
面
的
．
客
概
的
の
爾
イ
デ
ー
を
生
す
る
が
、
理
性
は
…
進
ん
で
そ
の
一
面
性

を
止
揚
し
、
封
立
者
の
同
「
性
を
顯
在
せ
し
め
、
同
一
性
の
確
正
義
を
眞
理
に
高
め
る
。
而
も
客
槻

的
存
在
を
主
面
的
話
語
の
内
容
と
し
て
乱
す
イ
デ
ー
の
理
論
的
活
動
の
方
面
も
、
又
客
槻
的
世
界

を
主
槻
的
な
も
の
も
て
規
定
す
る
イ
デ
ー
の
話
手
的
活
動
の
方
面
も
、
共
に
此
の
論
義
の
認
識
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

動
、
師
ち
イ
デ
ー
の
過
程
に
外
な
ら
す
、
決
し
て
相
陥
る
二
封
立
者
で
は
な
い
。
麹
、
世
堺
を
あ
る
可

き
も
の
に
し
や
う
と
企
て
た
り
、
實
現
さ
れ
ぬ
β
的
を
持
っ
た
り
す
る
の
で
な
く
て
、
目
的
を
自
舜

の
も
の
と
し
て
知
る
意
志
と
、
世
界
を
現
實
的
な
概
念
と
し
て
把
握
す
る
知
性
（
思
惟
）
と
は
二
偶
の

能
力
と
云
ふ
が
如
き
も
の
で
は
な
い
。
只
理
論
的
、
實
践
的
二
態
度
の
別
に
過
ぎ
な
い
。
意
志
は

患
惟
の
特
別
の
仕
方
で
あ
り
、
叉
理
論
的
な
も
の
は
本
質
的
に
實
践
的
な
も
の
の
中
に
含
ま
れ
，
二

者
全
く
不
可
分
、
一
婦
に
し
て
、
思
推
、
意
志
、
ど
の
活
動
に
於
い
て
も
爾
契
機
が
見
出
さ
れ
る
。
此
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
。
　
。
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

に
こ
そ
へ
ー
グ
〃
の
強
調
す
ゐ
理
性
認
識
の
眞
の
態
度
が
存
す
る
。
誠
に
絶
封
的
イ
デ
ー
は
理

論
的
イ
デ
1
と
實
賎
的
イ
デ
ー
と
の
統
一
で
あ
る
。
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カ
ン
ト
が
戚
性
的
所
與
の
圏
式
化
に
よ
る
概
念
の
構
成
と
思
す
る
．
も
の
は
、
只
抽
．
象
的
悟
性
認

識
に
止
る
も
の
で
、
何
等
具
跳
者
の
把
握
で
は
な
く
、
其
庭
に
合
理
的
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
只
悟
性

的
な
も
の
に
過
ぎ
す
、
寧
ろ
非
合
理
的
な
も
の
こ
そ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
所
謂
理
性
的
な
も
の
、
端
初
で
あ

り
、
根
跡
（
ω
℃
謹
）
で
あ
る
。
か
、
る
非
合
理
者
と
合
理
者
の
統
一
を
目
指
す
理
性
の
認
識
こ
そ
が

最
も
現
實
的
な
絶
樹
イ
デ
ー
を
把
握
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
認
識
は
又
イ
デ
ー
禽
ら
の
活

勤
に
外
な
ら
な
い
○
此
庭
に
於
い
て
カ
ン
ト
の
先
験
的
論
理
學
は
思
辮
的
論
理
學
に
鍵
更
さ
れ

た
の
を
見
る
○
夫
れ
は
軍
に
思
惟
の
論
理
で
な
い
と
共
に
、
主
思
二
巴
の
關
係
を
生
埋
と
す
る
認

識
論
で
も
な
く
し
て
、
全
膿
的
存
在
そ
の
も
の
の
規
定
を
問
題
と
す
る
贋
の
存
在
の
論
理
學
で
あ

る
。
夢
野
に
は
宮
我
と
非
我
の
附
帯
を
根
蝶
と
す
る
本
質
的
な
饗
立
關
係
は
見
ら
れ
な
い
。
か

　
　
　
　
　
④

、
る
意
味
で
ク
ロ
ー
ナ
ー
の
辮
す
る
如
く
へ
ー
グ
ル
に
あ
っ
て
は
認
識
論
は
超
越
さ
れ
て
み
る

と
も
い
へ
や
う
。

　
鄭
に
か
、
る
絶
樹
的
イ
デ
ー
に
至
る
思
辮
的
方
法
は
・
抽
象
紛
類
普
遍
を
輝
き
出
す
牙
析
的
方

法
、
又
は
普
遍
的
形
式
に
特
殊
者
を
取
り
上
げ
る
綜
合
酌
方
法
の
何
れ
で
も
あ
り
得
な
い
。
イ
デ

ー
は
原
始
分
割
（
¢
雫
8
臨
。
ε
に
於
い
て
慮
己
を
媒
介
態
に
遣
き
、
そ
の
規
定
性
に
於
い
て
措
定
せ
ら

れ
る
た
め
に
、
そ
の
内
在
的
辮
謹
法
に
よ
っ
て
直
接
的
な
概
念
の
内
に
含
蓄
せ
ら
れ
て
る
る
も
の

　
　
　
磐
逼
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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入
轟
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

丈
を
顯
在
せ
し
め
る
が
故
に
分
析
的
で
あ
り
、
又
此
の
概
念
の
中
に
於
い
て
は
此
の
匿
別
は
爾
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

だ
顯
在
せ
し
め
ら
れ
て
．
み
な
か
っ
た
が
故
に
綜
合
的
で
も
あ
る
Q
即
ち
イ
デ
1
は
辮
謹
法
的
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

動
過
程
そ
の
も
の
と
し
て
和
楽
的
で
あ
る
と
共
に
、
語
れ
が
主
語
と
し
て
自
己
分
裂
の
統
一
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む

て
絶
謝
否
定
で
あ
る
が
赦
に
絶
醤
的
で
あ
る
。
か
、
る
も
の
と
し
て
の
登
展
懸
絶
甥
理
念
は
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

析
と
綜
合
の
統
…
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
見
直
る
時
、
イ
デ
ー
は
綜
合
的
普
遍
で
あ
る
と

む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

共
に
分
析
的
普
遍
で
あ
る
。
誠
に
二
者
の
何
れ
で
も
な
く
二
者
の
統
一
に
外
な
ら
な
い
。
從
っ

て
直
接
的
な
普
遍
者
は
即
懲
的
概
念
と
し
て
慮
分
自
身
に
離
し
て
窟
分
の
直
接
性
と
普
遍
性
と

を
只
の
契
磯
に
引
下
げ
る
辮
謹
法
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
共
に
端
初
を
否
定
す
る
も
の
が

端
初
の
規
定
性
に
於
い
て
措
定
せ
ら
れ
て
る
る
。
而
も
そ
の
始
め
の
普
遍
性
は
樹
も
持
績
化
せ

ら
れ
そ
の
逼
別
さ
れ
だ
も
の
と
同
㎝
的
と
し
て
存
在
す
る
。
此
の
二
重
の
蓮
動
を
通
じ
て
の
み

涯
別
は
樺
利
を
獲
得
し
、
か
、
る
一
面
性
と
止
揚
に
於
い
て
こ
そ
統
一
が
一
面
納
だ
ら
ざ
る
統
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

性
だ
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
（
囲
）
＜
筏
費
奪
】
3
、
鼠
£
）
琶
噛
ρ
吻
嬉
G
。
一
ゆ
捜
・
Ω
「
三
気
野
（
野
ズ
0
9
〔
ぬ
．
励
卜
N
奮
父
N
．

　
（
ゆ
）
影
お
鷹
㎜
2
）
建
凶
0
9
吻
器
病
穿
慾
p
欝
．

　
（
。
。
）
ビ
ざ
饗
壱
建
凶
。
．
吻
b
。
。
。
舟
N
泰
川
鳶
・

　
（
み
）
閑
蝦
¢
コ
。
コ
く
。
＝
緊
｛
二
一
酔
三
脇
＝
擦
。
げ
瞬
W
〔
～
ρ
に
娩
・
c
。
誌
識
Q
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（
【
）
＜
撃
国
ま
携
同
8
…
こ
固
。
．
㈲
し
。
爬
⇔
…
b
。
o
。
“
p
冒

　
三
、
か
、
る
野
蒜
性
と
し
て
の
イ
デ
ー
は
具
膿
的
實
現
の
気
相
に
在
る
限
り
精
紳
（
O
o
駒
ω
け
）
と

総
せ
ら
れ
る
。
歌
学
に
と
っ
て
論
理
酌
理
念
は
爾
形
式
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
だ
現
美
的
精
紳

の
「
次
的
前
提
た
る
に
止
る
。
此
と
塵
別
せ
ら
れ
て
慮
二
四
ら
を
膚
畳
す
る
現
實
的
理
念
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
が
精
紳
で
あ
る
。
「
絶
竹
野
は
精
…
帥
な
り
。
」
此
こ
そ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て

絶
謝
の
最
高
の
定
蕪
帆
で
あ
っ
淀
。
精
…
帥
は
「
理
念
の
よ
り
高
き
表
現
」
で
あ
る
。
概
念
が
一
」
客
避
難
と

匿
別
さ
れ
る
限
り
主
思
的
形
式
に
止
る
が
、
而
も
霞
ら
客
土
性
そ
の
も
の
で
あ
り
、
写
料
的
形
式
と

し
て
具
膿
性
に
存
す
る
ま
で
の
↓
切
の
規
定
性
を
意
昧
す
る
が
故
に
最
具
燈
的
で
あ
り
、
主
膿
と

し
て
の
主
騰
で
あ
り
、
此
の
男
子
的
に
具
騰
的
な
も
の
が
精
紳
で
あ
る
○

　
精
牌
は
一
歳
自
然
と
は
華
墨
立
し
て
み
る
○
し
か
し
そ
の
聯
立
も
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
ラ
の
如
く

び
9
鍵
。
夢
。
庚
魯
に
で
は
な
く
、
9
暮
凶
夢
○
勢
曾
に
で
あ
る
。
誉
者
は
「
普
遍
的
に
し
て
唯
一
な
る
理
念
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
絶
叫
精
紳
の
二
つ
の
契
機
に
過
ぎ
な
い
。
翻
良
的
に
既
に
精
帥
で
あ
る
理
念
が
そ
の
外
化
或

は
他
在
に
於
い
て
一
と
度
び
實
存
在
た
る
禽
然
と
し
て
現
れ
、
次
い
で
此
の
他
在
か
ら
の
柳
営
復

館
に
よ
っ
て
現
實
的
に
重
畳
的
な
精
瀞
と
し
て
存
在
す
る
。
從
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
膚
然

と
精
帥
は
同
『
的
全
野
岩
の
二
つ
の
段
階
的
な
る
表
れ
で
あ
る
○
勿
論
ヘ
ー
ゲ
声
に
在
っ
て
も

　
　
　
讐
魎
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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③

禽
然
と
精
紳
と
は
シ
ェ
ソ
ン
グ
に
於
け
る
如
き
匿
主
な
き
同
叫
で
な
く
し
て
、
機
械
朗
必
然
の
領

國
、
肖
由
の
領
國
と
い
ふ
堅
肥
が
認
め
ら
れ
る
。
併
し
二
二
必
然
の
因
果
連
餓
と
灘
由
に
よ
る
目

的
々
欝
欝
と
は
カ
ン
ト
に
於
け
る
如
き
重
要
な
謝
学
的
意
隊
を
押
せ
す
、
そ
の
背
後
根
紙
に
同
じ

一
つ
の
野
咲
的
精
紳
、
唯
…
な
る
普
逼
的
理
念
が
あ
っ
て
統
一
し
て
み
る
○
而
し
て
此
の
統
「
者

は
自
然
に
甥
慨
す
る
人
間
と
か
、
客
窺
に
饗
す
る
主
槻
で
は
な
く
、
此
の
二
連
鐡
の
群
島
は
慮
ら
を

現
上
貫
．
具
髄
化
せ
ん
と
す
る
普
遍
酌
理
念
、
或
は
「
生
け
る
駕
御
」
（
阜
聞
O
一
〇
ぴ
Φ
ご
α
繭
ぴ
q
①
　
ω
雌
σ
ω
周
覧
一
】
N
）
た
る
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

理
性
で
あ
る
。
精
解
と
云
ふ
も
「
個
々
入
の
精
紳
」
に
止
ま
ら
す
し
て
，
そ
の
背
後
に
働
く
時
代
精
融
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

民
族
野
上
、
更
に
世
堺
精
紳
で
あ
る
○
從
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
精
棘
の
特
性
と
し
て
説
く
絶
蜀
的
慮

歯
も
決
し
て
個
人
的
、
有
限
的
な
主
思
二
五
由
で
は
あ
う
得
な
い
。
さ
れ
ば
へ
ー
グ
ル
は
カ
ン
ト

の
道
徳
性
に
於
け
る
意
志
自
由
を
ば
軍
に
可
能
的
禽
由
、
恣
意
（
．
ぐ
く
豊
濁
冒
）
に
止
る
乏
し
て
此
を
斥

け
、
人
倫
性
に
於
い
て
客
観
的
畠
由
、
現
實
野
際
由
を
明
に
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ど
て
此
の
具

艘
的
積
極
的
な
現
實
叢
雲
由
は
有
限
酌
な
「
悟
性
的
笠
置
」
を
全
く
捨
象
し
π
の
で
な
く
．
そ
れ
を
自

己
の
外
在
性
、
偶
然
性
と
し
て
容
認
し
つ
、
そ
れ
を
薗
ら
に
止
揚
し
て
絶
島
的
自
由
を
保
持
す
る
Q

或
は
寧
ろ
悟
性
的
門
歯
の
自
己
否
定
に
よ
る
欝
己
高
揚
が
絶
調
子
欝
山
た
る
所
に
眞
の
霞
由
が

存
す
る
。
帥
ち
各
個
人
は
自
ら
を
殺
し
て
、
死
し
て
生
き
る
事
に
於
い
て
こ
そ
、
興
の
自
由
入
と
し



て
必
然
の
偶
然
化
，
歴
史
を
作
る
主
膿
性
た
り
得
る
の
で
あ
る
Q
故
に
偶
然
的
靴
型
も
絶
封
的
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

遍
性
に
套
與
す
る
限
り
「
人
倫
を
保
存
す
る
注
入
、
」
「
世
舞
史
的
個
人
、
」
（
例
へ
ば
英
雄
）
と
し
て
絶
封

的
慮
由
で
あ
り
得
る
。
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（回

j
（ゆ

j
（
。
。
）

（
も
）

（
ヒ
O
）

（O

j
（刈

j
く
聡
「
H
レ
剛
μ
簡
ヨ
○
竃
2
さ
ざ
α
q
冨
（
一
窪
〔
謬
誘
8
。
。
●
＜
9
，
門
9
0
匿

此
な
頃
。
㈹
2
に
H
の
忌
…
ぞ
湊
。
毎
離
σ
q
噸
又
ば
図
簿
瞬
。
舅
（
一
§
鹸
（
白
旗
疏
外
）
と
云
ふ
。

も
。
。
落
ご
貯
ぴ
q
に
「
霞
然
な
眼
に
見
え
ろ
精
憩
、
精
製
た
限
に
見
え
ぬ
自
然
」
と
云
ふ
。

ノ
く
ぎ
自
包
ぴ
｛
二
迅
恩
か
く
兄
ろ
Q
＜
げ
q
野
○
霧
。
露
。
露
。
（
ざ
尻
一
掃
。
琴
8
＝
H
）
】
】
埠
o
m
£
）
露
ρ
切
出
。
●
類
自
α
．
c
。
q
野
、

自
由
に
封
ず
ろ
諸
名
稔
ぽ
O
・
舞
琴
副
同
2
魯
・
同
、
霊
諺
。
喜
6
（
冨
男
。
巳
一
¢
磨
き
ぎ
磧
塗
照
Q

＜
屯
．
詞
g
累
鮎
。
唱
簡
三
M
o
叫
℃
ご
δ
融
£
）
窯
。
（
ざ
ω
O
o
…
ψ
け
（
．
幹

く
α
q
r
d
｛
o
＜
自
舅
影
津
鑓
自
巽
Ω
o
総
窪
。
簿
ρ

　
抑
，
へ
ー
ゲ
川
に
と
っ
て
畠
由
と
は
曝
露
さ
れ
た
必
然
（
○
聖
訓
び
爵
置
け
O
　
穎
○
什
ノ
く
O
一
り
瓢
剛
。
，
犀
○
駒
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
）
で
あ
る
。
此

　
①の
必
然
も
師
弟
的
に
は
無
力
な
る
唐
然
の
機
械
的
必
然
で
は
あ
る
が
、
可
能
性
と
現
實
性
、
偶
然
性

と
相
劃
的
必
然
性
の
統
一
態
に
あ
る
縄
勤
．
的
必
然
性
に
於
い
て
ぱ
も
は
や
か
、
る
も
の
で
は
な

い
。
凡
ゆ
る
非
合
遡
・
偶
然
を
も
許
す
必
然
、
因
果
漣
鎖
と
目
的
蓮
鎮
の
統
一
た
る
イ
デ
ー
で
あ
る
。

か
、
る
必
然
性
は
偶
然
性
を
も
自
己
の
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
契
機
と
し
て
止
揚
す
る
歴
史
の
必
然

性
で
あ
る
。
世
界
歴
史
こ
そ
イ
デ
ー
が
露
己
を
顯
示
す
る
最
も
固
有
な
領
域
で
あ
る
か
ら
。
死

　
　
　
普
癒
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九
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九
〇

の
歴
史
の
必
然
性
は
可
能
性
に
於
い
て
や
な
く
現
は
に
さ
れ
だ
…
挑
實
性
と
し
て
自
由
で
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

七
っ
て
膚
由
は
知
的
な
成
熟
又
は
内
客
に
充
ち
た
世
界
史
（
普
遍
）
の
自
己
認
識
で
あ
る
。
さ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

彼
は
不
転
の
霞
山
を
禽
身
の
中
に
自
身
と
共
に
在
る
．
、
ヒ
ご
9
ω
諺
睡
ω
亀
Ψ
馨
雪
ぎ
“
〕
と
定
義
し
た
の
で
あ

　
　
③

る
。
「
精
棘
は
宮
己
の
中
心
に
二
っ
て
努
力
す
る
時
．
そ
れ
は
自
己
の
．
年
歯
を
完
成
す
る
爲
に
努
力

す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
努
力
は
精
紳
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
。
郎
ち
ひ
と
が
「
精
淋
は
．

あ
る
。
」
と
云
ふ
時
、
そ
れ
は
先
づ
精
…
紳
は
詣
る
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
を
持
っ
て
る

る
。
併
し
精
紳
は
或
る
活
動
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
活
動
は
そ
れ
の
本
質
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ

の
生
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
か
く
し
て
夫
は
夫
の
端
初
で
あ
り
又
絡
末
で
あ
る
○
」
と
云
ふ
ヘ
ー

ゲ
ル
の
注
目
す
べ
き
言
葉
は
働
的
過
程
で
あ
蚕
つ
、
膚
ら
主
骨
た
る
歴
史
の
二
黒
と
し
て
の
自

由
な
る
精
紳
を
特
長
づ
け
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
實
に
彼
に
と
っ
て
「
世
界
歴
史
は
三
二
の
意

識
に
於
け
る
進
歩
」
で
あ
っ
た
課
で
あ
る
。

　
へ
ー
グ
ル
が
”
貞
⊥
以
た
必
然
へ
の
置
旧
爪
と
云
ふ
O
疵
庭
に
云
ふ
洞
由
祭
と
匡
只
紺
紙
密
心
よ
り
峻
溺
さ
れ
髄
穴
悟
性
的
隔
心
惟
…
の
夫
「
れ
で
は
な
く
、
出
隅
出
心
そ
の
～
U
の
に

　
外
な
ら
ぬ
思
辣
的
思
惟
の
そ
れ
で
あ
ろ
。
か
ろ
が
故
に
渇
れ
ぱ
都
槻
・
齪
照
で
に
な
く
し
て
、
既
に
意
志
考
慮
た
も
契
櫻
と
し
て
止
揚
し
覧
ろ
磯
論
・
實

　
蹉
爾
者
な
掘
持
し
て
ゐ
う
も
の
と
解
さ
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
Q

か
、
る
最
普
遍
者
た
る
精
紳
は
凡
て
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
若
者
と
し
て
自
分
富
・
身
の



729

中
に
霞
ら
を
分
ち
そ
の
諸
部
分
を
そ
の
理
念
か
ら
現
定
す
る
○
唐
ら
を
諸
部
分
に
於
い
て
把
握

し
、
而
し
て
諸
部
分
を
窃
ら
の
中
に
包
括
す
る
。
　
即
ち
精
紳
は
諸
部
分
の
魚
苗
概
念
で
あ
る
。
　
此

慮
に
於
い
て
相
醤
邸
絶
樹
．
有
限
帥
無
限
と
し
て
甥
立
物
の
統
凶
が
完
成
さ
れ
、
而
も
留
れ
は
雫
面

的
な
そ
し
て
法
定
的
な
結
合
同
一
に
於
い
て
や
な
く
動
的
辮
謹
法
的
に
で
あ
る
○
さ
れ
ば
そ
の

特
殊
部
分
は
全
膿
の
契
磯
で
あ
る
。
　
へ
！
グ
ル
が
「
眞
な
る
も
の
は
笠
置
」
で
あ
る
と
云
ふ
の
も
絶

謝
を
離
れ
で
相
之
を
知
ら
す
、
相
調
を
離
れ
て
絶
謁
を
知
ら
ざ
る
事
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
此
の
全
四
品
普
遍
に
就
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
精
淋
現
象
論
に
「
眞
理
は
そ
れ
故
バ
ソ
カ
ス
祭
の
陶

醇
で
あ
り
、
其
庭
で
は
何
人
も
酩
酊
せ
ざ
る
な
く
葡
も
各
人
が
離
れ
出
る
や
否
や
、
此
の
狂
洋
陶
酢

は
そ
の
各
入
を
否
定
解
適
す
る
事
と
な
る
が
故
に
、
そ
の
陶
醇
は
η
〈
明
朗
…
箪
純
な
る
静
寂
で
あ

る
。
」
と
云
ふ
の
も
合
理
的
な
も
の
と
非
合
理
的
な
も
の
の
統
一
淀
る
具
膿
的
普
遍
を
示
す
も
の

に
生
な
ら
訟
。
普
遍
は
そ
の
下
に
静
止
す
る
時
下
一
つ
な
き
静
寂
な
る
湖
心
の
概
を
呈
す
る
も
，

そ
の
中
に
は
波
瀾
重
盤
た
る
流
勢
善
化
を
藏
…
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
否
此
の
動
的
登

展
そ
の
も
の
こ
そ
が
永
遽
な
る
も
の
、
絶
謝
者
，
普
遍
者
、
イ
デ
ー
、
ガ
イ
ス
ト
で
あ
る
○
此
庭
に
於
て

か
普
遍
者
は
只
に
認
識
主
槻
で
あ
る
に
止
ま
ら
す
、
主
客
の
統
「
た
る
イ
デ
ー
、
歴
史
の
主
膿
と
し

て
自
己
獲
展
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
而
も
此
の
登
展
を
促
す
媒
介
者
は
自
己
の
他
者
で
あ
る
共

　
　
　
普
遜
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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む
　
　
む
　
　

む
　
　
　
む
　
　
む
　
　

む
　
　

む
　
　
　
　

に
夫
れ
は
自
己
自
ら
に
外
な
ら
な
い
Q
か
、
る
良
己
内
超
出
立
蛮
展
そ
の
も
の
こ
そ
絶
樹
的
普

遍
者
の
本
性
で
あ
る
○

　
（
］
「
）
　
必
然
、
偶
然
、
可
能
、
現
轡
ハ
の
読
明
に
彰
さ
饗
ざ
｝
）
廷
｛
ρ
勇
奮
。
。
。
屋
。
ぎ
9
9
び
。
颯
㌶
・
語
群
。

　
（
悼
）
＜
o
ユ
畠
§
口
σ
q
窪
二
び
震
焦
一
〇
寧
ソ
窪
ε
。
。
o
勺
㌶
o
倉
門
O
霧
2
一
幽
。
窪
ρ
（
戸
o
o
営
回
ピ
6
Q
’
踏
）

　
（
c
。
）
d
ざ
く
窪
コ
把
旨
欝
島
窪
Q
5
0
一
瀞
ζ
ρ
（
唇
霧
8
漢
。
財
。
｝
蕊
σ
q
魯
9
0
ワ
嫡
。
。
b
。
）

　
（
麟
）
混
藁
き
ヨ
§
o
酬
。
澱
貯
（
げ
m
O
o
…
馨
盤
（
5
霧
8
霧
。
ぎ
“
〉
｛
削
麗
・
G
な
．
G
。
O
）

　
四
、
か
く
の
如
く
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
辮
哲
學
の
扱
ふ
普
遍
者
は
辮
讃
法
的
帝
展
の
主
膿
に
外
な

ら
な
い
。
從
っ
て
夫
れ
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
於
け
る
實
膿
の
如
く
不
動
の
全
膿
で
は
な
く
、
フ
ィ
ヒ
プ

の
絶
封
我
の
如
き
凡
ゆ
る
非
合
理
を
除
す
所
な
く
蛮
鵠
せ
し
め
る
形
式
的
同
一
性
で
も
な
い
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

「
精
紳
は
主
零
墨
。
」
と
は
鼠
ハ
理
智
膿
を
白
ゴ
己
否
定
的
獲
展
の
ブ
Ψ
セ
ス
と
見
る
事
を
意
昧
す
る
に

外
な
ら
な
い
。
吾
々
は
此
面
に
於
い
て
此
の
理
性
哲
學
の
意
画
す
る
所
の
具
膿
的
普
遍
は
楼
展

す
る
歴
々
の
主
騰
に
密
な
ら
な
い
事
を
患
は
ざ
る
を
得
な
い
。
歴
史
こ
そ
道
徳
も
宗
激
も
弓
術

を
も
成
立
せ
し
め
、
將
又
外
的
自
然
を
も
慮
己
の
必
然
的
法
肩
に
適
癒
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

歴
史
は
入
間
が
造
る
も
の
と
云
ふ
の
も
歴
史
の
主
膿
が
自
己
良
ら
を
造
る
事
を
意
味
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
訟
○
春
雷
の
病
妻
が
歴
史
を
造
る
事
に
は
あ
ら
で
歴
史
の
主
燈
が
却
っ
て
霞

ら
道
徳
の
乱
騰
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
歴
史
は
近
徳
の
形
式
に
内
容
を
盛
る
が
如
き
も
の
で
は
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な
く
、
慮
ら
道
徳
の
形
式
で
す
ら
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ー
ゲ
川
は
歴
史
三
芳
者
と
し
て
、
凡
ゆ
る
偶
然
的
非
合
理
を
も
其
の
所
を
得
せ
し
め
、
現
實
の

非
合
理
性
を
比
類
少
き
迄
に
重
即
し
，
i
二
っ
て
凡
ゆ
る
偶
然
を
捨
象
す
る
抽
象
的
普
遍
の
支

配
す
る
露
然
を
無
力
（
○
同
さ
露
8
簿
）
な
も
の
と
総
し
た
。
i
そ
の
孤
，
立
す
る
特
殊
性
は
抽
象
的
で

あ
る
が
故
に
相
調
に
し
て
有
限
な
る
も
の
の
没
落
す
る
過
程
を
力
説
す
る
。
此
の
意
昧
に
於
い

　
①て
ク
ロ
ー
ナ
ー
も
譲
許
す
る
如
く
へ
ー
ゲ
〃
は
哲
學
史
上
最
大
・
の
非
舎
理
主
義
者
で
あ
ら
う
。
然

る
に
凡
ゆ
る
現
｛
貰
を
…
過
程
に
於
い
て
把
握
す
る
辮
構
法
を
げ
0
8
言
¢
す
る
に
も
拘
ら
す
、
へ
ー
グ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

が
汎
論
理
主
義
者
乃
至
は
登
営
論
者
の
誹
を
受
く
る
は
何
が
故
で
あ
ら
う
か
？
　
彼
が
そ
の
辮

謹
法
に
於
い
て
分
斬
朗
普
遍
の
抽
象
性
と
綜
合
的
普
遍
の
登
出
性
を
避
け
て
二
者
を
統
「
す
る

具
膿
的
普
遍
を
強
調
し
て
み
る
に
も
拘
ら
す
、
綜
合
的
普
遍
の
宗
激
的
静
観
に
傾
き
、
完
結
的
膿
系

（
鷺
の
り
鷺
○
累
2
6
ω
○
っ
岩
什
。
邑
に
停
滞
せ
る
所
以
は
何
れ
に
あ
ら
う
か
？
　
此
の
～
面
こ
そ
彼
を
し
て

そ
の
哲
學
の
進
歩
性
を
妨
げ
、
保
守
反
動
の
哲
誉
者
た
ら
し
め
る
黙
で
は
な
か
ら
う
か
？

　
つ
）
ぐ
σ
q
ヅ
　
匿
3
器
雛
く
○
ロ
回
ぐ
＝
詳
謀
憩
頚
。
σ
q
o
ピ
　
ゆ
α
o
．
H
H
．
O
Q
層
ゆ
譲
冒

　
思
ふ
に
へ
ー
ゲ
が
偉
大
な
る
辮
謹
法
論
者
た
り
し
黙
は
「
イ
デ
ー
は
辮
謹
法
」
、
又
「
イ
デ
ー
は
動
的

過
程
」
と
辮
せ
し
め
て
野
咲
史
王
比
類
稀
な
る
群
吏
翌
翌
者
た
ら
し
め
た
る
も
、
一
方
彼
の
ワ
マ
ン

　
　
　
善
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
九
三
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鰯

チ
カ
ー
と
し
て
の
臆
想
酌
非
實
踵
的
立
場
が
歴
史
を
完
結
せ
し
め
る
閉
鎖
的
膿
系
家
た
ら
し
め

た
の
で
あ
ら
う
。
翼
な
る
現
實
全
號
は
勿
論
全
愚
管
で
あ
る
。
さ
れ
ど
夫
は
又
宮
己
矛
盾
の
曝

露
と
否
定
作
用
に
依
っ
て
無
限
に
登
心
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
要
求
す
る
。
か
く
て
こ
そ
ヘ
ー

グ
ル
は
「
死
せ
る
犬
」
に
は
あ
ら
で
生
け
る
生
命
だ
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
凡
そ
彼
が
「
現
實
的
な
も
の
は
魏
性
的
な
も
の
」
と
繕
す
る
も
、
覗
實
の
非
合
理
的
偶
然
．
を
只
捨
象

し
去
る
に
は
あ
ら
で
、
そ
の
偶
然
的
特
殊
者
の
現
存
性
を
維
持
し
つ
、
、
そ
れ
が
偶
然
的
な
る
限
う

未
だ
抽
象
的
立
場
に
あ
る
故
そ
の
存
在
の
根
祇
を
膚
己
に
有
せ
す
し
て
、
其
の
外
面
的
制
約
を
止

揚
し
て
、
畠
己
の
存
在
の
根
祇
を
有
す
る
本
質
と
一
致
せ
る
實
存
者
に
必
然
化
さ
れ
る
も
の
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

を
意
昧
す
る
。
此
の
意
味
で
吾
々
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
「
生
け
る
も
の
」
郎
ち
辮
謹
法
的
止
揚
登

農
の
面
を
と
る
な
ら
ば
、
彼
の
哲
學
は
嘉
島
理
と
合
理
の
統
一
的
立
場
に
あ
る
事
を
知
り
、
彼
を
し

て
汎
論
理
主
義
、
登
戸
論
と
の
誹
よ
り
良
歯
に
す
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
こ
そ
彼
が

「
理
性
の
狡
智
」
こ
H
」
斡
島
2
＜
衆
心
一
洋
．
．
．
と
欝
せ
し
も
の
も
そ
の
眞
の
意
味
を
得
て
論
る
。
併
し
乍
ら

か
く
へ
ー
ゲ
声
を
解
騨
す
る
事
は
や
が
て
歴
庚
密
な
ヘ
ー
ゲ
ル
を
超
え
る
事
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
事
無
慮
の
偉
大
な
る
へ
一
．
ゲ
ル
爵
ら
も
時
代
の
十
字
架
を
負
ひ
て
汎
愛
論
的
世
界
語
に
支
配

さ
れ
る
ロ
マ
ン
チ
ー
ク
の
子
と
し
て
の
理
性
の
狡
智
に
操
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
Q
彼
は
そ
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の
幼
少
よ
り
希
臓
堀
上
の
蓮
瀬
踏
と
墓
督
敷
の
榊
義
槻
を
調
和
せ
し
め
ん
と
努
力
し
蘂
つ
た
Q

此
の
宗
激
的
要
求
は
彼
の
哲
學
を
駆
っ
て
叡
封
無
常
の
中
に
紳
の
籏
理
計
書
を
見
ん
と
す
る
「
現

實
と
の
和
解
」
の
思
想
を
抱
か
し
め
、
叉
一
方
カ
ン
ト
が
雪
男
下
腿
に
於
い
て
認
識
主
魏
形
式
の
背

後
に
此
を
統
制
す
る
意
識
…
般
、
純
粋
意
識
、
先
験
的
統
畳
て
ふ
主
槻
的
統
一
者
を
豫
想
し
た
る
如

き
自
我
哲
學
の
特
色
は
、
た
と
へ
我
は
薩
ち
に
非
我
に
し
て
生
国
の
統
一
こ
そ
魔
羅
的
な
れ
と
す

る
世
界
哲
學
を
説
く
へ
ー
ゲ
〃
に
在
っ
て
も
爾
依
然
と
し
て
錦
手
し
、
寸
々
和
挨
っ
て
歴
史
の
主

　
　
ガ
ィ
ス
ト

膿
を
精
紳
と
し
從
っ
て
そ
の
普
遍
者
も
綜
合
的
普
遍
に
傾
か
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
め
た
○

此
｝
．
一
そ
正
に
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
「
死
せ
る
も
の
」
に
し
て
、
そ
の
葬
れ
た
方
法
に
矛
盾
す
る
膿
系
を

立
て
し
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
生
け
る
も
の
、
カ
ン
ト
の
悟
性
的
な
も
の
を
止
揚
し
た
る
理
性
的
な
も
の
、

聯
繋
的
全
盤
は
歴
史
の
實
践
的
主
騰
，
必
然
を
も
偶
然
化
す
る
必
然
，
内
容
の
魂
な
る
辮
編
首
に
外

な
ら
な
い
○
か
る
具
燈
的
普
遍
に
於
い
て
は
内
包
外
延
雨
普
遍
は
比
例
的
に
蚊
抄
し
て
内
包
の

深
ま
る
は
外
延
の
廣
ま
る
を
意
難
し
、
量
的
に
多
数
を
包
概
す
る
と
は
質
的
に
統
…
を
緊
密
に
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
を
意
匂
す
る
。
さ
れ
ば
「
凡
て
の
牝
牛
の
黒
く
な
る
暗
夜
」
の
如
き
形
式
的
同
一
に
非
ざ
る
は
勿

論
な
る
も
、
又
綜
合
的
普
遍
の
如
き
追
出
性
に
は
あ
ら
で
、
否
定
的
動
的
統
一
た
る
襲
展
の
圓
環
と

　
　
　
普
遍
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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口
争
子
研
究
　
　
第
↓
　
百
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
山
ハ

し
て
霞
己
を
深
め
呉
膿
化
し
行
く
も
の
で
め
る
。
歴
史
に
於
け
る
主
膿
は
正
に
か
、
る
も
の
で

あ
る
。
か
、
る
主
膿
と
し
て
過
程
そ
の
も
の
に
於
い
て
完
結
し
行
か
れ
る
膿
系
は
、
其
慮
に
静
止

せ
す
肖
ら
否
定
柱
舞
展
し
行
く
動
態
に
し
て
、
閉
鎖
的
に
ば
あ
ら
で
辮
謹
法
的
開
放
紛
争
系
（
q
浮
－

扁
δ
。
。
ω
岩
8
ヨ
）
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
超
歴
史
的
者
と
歴
史
的
者
の
統
一
に
し
て
欝
己
矛
盾
の
否

定
止
揚
登
展
の
下
穿
こ
そ
が
論
理
の
地
盤
で
あ
り
、
認
識
の
源
泉
で
あ
り
、
上
の
意
味
で
の
學
朗
膿

系
で
あ
る
。
又
更
に
歴
史
の
主
膿
は
新
し
き
論
理
の
創
造
者
で
あ
る
。
哲
學
は
か
、
る
意
味
に

於
い
て
の
論
理
を
取
扱
ふ
。
さ
れ
ば
夫
れ
は
凡
ゆ
る
學
の
膿
漏
と
し
て
、
現
實
世
界
の
全
層
的
把

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

握
と
し
て
、
世
界
槻
「
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
が
當
爲
の
説
激
と
な
る
を
嫌
っ
て
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
マ

實
を
實
膿
に
於
い
て
生
の
姿
で
把
握
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
現
實
の
形
成
行
程
の
完
結
し
π
時

に
成
立
す
る
事
恰
も
襲
ひ
睡
る
薄
暮
に
始
め
て
飛
翔
す
る
ミ
ネ
ル
バ
の
泉
の
如
き
も
の
で
あ
る

と
云
つ
淀
。
併
し
癒
暮
は
や
が
て
近
づ
き
來
る
黎
明
を
敏
へ
る
も
の
な
る
を
知
ら
ね
ば
な
ら
癬
。

哲
學
も
現
實
の
成
果
た
る
と
共
に
正
に
か
、
る
未
來
へ
の
警
鐘
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
夫
れ

は
現
實
を
、
新
し
き
分
裂
と
統
一
を
も
た
ら
す
過
程
に
於
い
て
把
握
す
る
事
に
於
い
て
の
み
得
ら

れ
る
。

　
（
同
）
一
、
翌
き
諺
。
コ
。
ぎ
臓
。
（
ざ
紛
O
o
翼
窪
ゆ
（
ピ
器
ぎ
詳
り
り
．
ち
y



瀦5

　
（
b
っ
）
＞
M
α
q
野
愛
§
（
詳
斜
想
邑
・
＾
剛
・
男
。
。
｝
営
・
＜
o
霧
象
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り

　
五
、
以
上
私
・
は
カ
ン
ト
の
悟
性
哲
學
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
性
哲
學
の
扱
ふ
普
遍
を
比
較
し
て
、
抽

象
的
普
遍
よ
め
具
膿
的
普
遍
へ
來
た
。
非
歴
史
的
な
啓
蒙
思
想
に
諭
し
て
歴
史
的
意
識
を
確
立

し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
の
共
腔
性
を
見
、
臼
我
哲
落
入
問
學
に
謝
す
る
世
界
哲
學
・
世
界
槻
、
ご
元
論
・
反

省
哲
學
に
劉
す
る
「
元
論
・
思
心
血
學
の
優
位
を
見
た
。
此
の
事
は
叉
二
心
の
壌
棄
，
人
間
意
志
の

目
的
槻
と
し
て
の
理
想
主
義
的
立
場
の
止
揚
腰
棄
を
意
味
し
、
現
實
を
中
心
課
題
と
す
る
哲
學
的

立
場
の
勝
利
を
物
語
る
。
更
に
は
理
性
的
な
る
も
の
に
謝
す
る
悟
性
的
な
る
も
の
の
敗
北
を
裏

付
け
る
。

　
更
に
吾
々
ぽ
ヘ
ー
ゲ
ル
が
具
面
的
に
眞
な
る
も
の
の
在
り
場
所
た
る
世
界
歴
史
を
登
展
的
主

腱
と
七
て
、
當
爲
・
理
想
の
如
き
で
は
寡
い
精
紳
と
し
て
把
へ
淀
卓
見
を
稽
曝
す
る
と
同
時
に
、
叉
、
夫

れ
を
現
實
的
．
現
在
的
主
恩
と
し
て
で
な
く
汎
論
論
的
要
求
に
駆
ら
れ
た
帥
の
振
理
、
槻
念
的
な
る

精
紳
と
し
て
と
ら
へ
ら
れ
陀
所
に
彼
の
致
命
的
制
限
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
、
る
歴
史
的

な
へ
ー
グ
ル
の
制
約
を
脱
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
る
生
け
る
も
の
を
徹
底
せ
し
む
る
事
、
辮
謹
法

の
創
造
性
、
三
焦
の
主
髄
性
、
實
践
性
を
強
調
す
る
事
は
、
や
が
て
ヘ
ー
ゲ
ル
そ
の
も
の
を
超
え
る
事

で
あ
ら
う
。
併
し
此
慮
に
新
し
き
道
が
開
け
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
？
其
れ
は
私
に
と
っ
て
の

　
　
　
讐
遍
に
唱
い
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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哲
學
碍
究
第
二
、
召
二
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

課
題
で
あ
る
。

　
と
ま
れ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
意
躍
す
み
辮
謹
法
音
愚
母
的
普
遍
は
そ
の
獲
展
性
、
過
程
性
に
於
て
は
相

勤
的
な
る
も
．
そ
の
主
優
性
に
於
い
て
能
く
そ
の
絶
封
性
を
持
亡
し
歴
史
主
義
、
相
樹
主
義
を
脱
却

す
る
Q
至
れ
は
叉
動
的
搬
展
過
程
と
し
て
分
裂
統
一
を
反
覆
し
行
く
も
の
故
、
決
し
て
機
械
観
、
決

定
論
に
隔
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
こ
と
、
細
辛
と
職
封
，
有
限
と
無
限
、
非
合
理
と
合
理
等
々
の
呉
膿

的
統
叫
で
あ
る
○

　
か
、
る
も
の
と
し
て
歴
史
の
主
命
は
、
一
方
に
道
徳
の
主
命
と
し
て
の
綜
合
的
普
遍
を
豫
想
し
、

此
に
則
っ
て
抽
象
的
普
遍
に
捨
象
さ
れ
た
偶
然
者
を
目
的
々
に
必
然
化
し
行
く
と
云
ふ
か
の
反
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

省
的
判
断
の
統
一
、
反
省
的
普
遍
と
云
ふ
如
き
も
の
で
あ
ら
う
か
？
　
否
寧
ろ
歴
史
の
主
膿
的
普

遍
と
し
て
禽
己
の
地
盤
の
上
に
寛
徳
の
主
膿
を
樹
立
成
立
せ
し
め
、
叉
宙
ら
に
統
一
し
行
く
も
の

で
は
な
か
ら
う
か
？
・
　
彼
の
綜
合
的
普
遍
は
そ
の
當
磁
性
の
止
揚
と
共
に
地
上
の
此
岸
に
引
き

下
さ
れ
て
、
此
の
具
騰
的
普
遍
た
る
露
宿
法
的
登
展
轟
轟
内
に
内
在
化
せ
し
め
ら
れ
て
、
そ
の
所
謂

絶
欝
性
を
失
ふ
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
②

　
最
後
に
私
は
「
ヘ
ー
ゲ
ル
を
至
る
仕
方
で
カ
ソ
｝
に
引
戻
す
こ
と
、
」
そ
し
て
「
用
心
深
き
批
劉
的
精

紳
」
を
へ
ー
グ
ル
に
保
持
す
る
必
要
を
説
く
ク
ロ
ー
チ
ヱ
に
反
面
し
て
、
カ
ン
ト
の
立
場
の
非
眞
理
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